
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾

武
　
藤

守

　
こ
の
一
文
は
、
中
国
科
学
院
の
招
請
に
よ
り
、
去
る
十
月
に
訪
中
円
本
学
術
代
表
団
の
一
員
と
し
て
中
国
を
訪
問
し
、
北
京
科
学

会
堂
で
約
五
百
名
、
四
川
大
学
で
約
互
二
十
名
の
研
究
者
に
報
告
し
た
も
の
を
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
池
田
政
府
は
中
国
滞
在

中
に
潰
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
続
く
佐
藤
政
府
も
、
池
田
経
済
成
長
政
策
が
米
ｎ
口
独
占
資
木
の
意
凶
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
某
本
的
に

は
継
承
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
依
久
と
し
て
変
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

は
　
し
　
が
　
き

　
高
姿
勢
で
傲
慢
な
岸
政
府
が
、
安
保
闘
争
と
い
う
激
し
い
国
民
的
反
携
の
嵐
の
中
で
潰
れ
去
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
八
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
米
、
今
〔
に
至
る
ま
で
川
年
に
わ
た
っ
て
政
権
を
担
当
し
て
来
た
の
が
、
低
姿
勢
で
話
し
合
い
の
政
治
に
よ
っ

て
「
国
ず
く
り
」
　
「
人
ず
く
り
」
を
付
い
、
所
得
倍
蛸
・
減
税
・
物
…
安
定
・
杜
会
保
嘩
の
拡
充
な
ど
甚
だ
耳
ざ
わ
り
の
い
い
こ
と

を
同
民
に
公
約
し
、
し
か
も
「
池
旧
は
ウ
ソ
は
い
わ
な
い
」
を
看
板
に
し
て
、
あ
た
か
も
そ
れ
を
実
現
し
っ
っ
あ
る
か
の
よ
う
に
装

っ
て
来
た
。
し
か
し
、
池
旧
政
府
の
木
貰
が
米
〔
独
占
資
本
の
要
求
を
独
引
に
実
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
実
が
明
ら
か
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に
証
明
し
て
い
る
。

　
池
田
政
府
の
一
枚
看
板
で
あ
る
「
所
得
倍
増
」
　
「
経
済
成
長
政
策
」
は
、
表
面
的
に
は
飛
躍
的
成
長
と
も
い
え
る
が
、
実
質
的
に

は
米
日
独
占
資
本
に
巨
大
な
利
潤
を
与
え
、
そ
の
支
配
力
を
強
化
拡
大
す
る
こ
と
に
役
立
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
経
済
の
ア

メ
リ
カ
独
占
資
本
へ
の
従
属
化
は
益
々
深
ま
り
、
勤
労
大
衆
の
低
賃
銀
と
労
働
強
化
と
生
活
不
安
が
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
た
と
い
う

矛
盾
を
生
み
出
し
て
い
る
。
物
価
、
殊
に
生
活
必
需
物
資
は
急
激
に
上
昇
し
て
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
し
か
も
池
田
首
相
は
物
伽

上
昇
の
責
任
を
労
働
者
階
級
に
転
嫁
し
よ
う
と
脆
弁
を
弄
し
て
い
る
。
貧
富
の
隔
り
は
年
々
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
池
田
首
相
は
日
本
経
済
の
飛
躍
的
発
展
を
世
界
に
誇
り
、
ア
メ
リ
ヵ
と
も
対
等
で
あ
る
と
胸
を
張
っ
て
み
せ
る
け
れ
ど
も
、
日
本

経
済
は
池
田
経
済
成
長
政
策
に
よ
り
発
展
す
る
に
っ
れ
て
、
益
々
ア
メ
リ
ヵ
独
占
賞
本
へ
の
従
属
を
汰
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
農

業
を
破
減
さ
せ
、
中
小
零
細
企
業
を
窮
地
に
陥
れ
っ
っ
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
池
田
経
済
戒
艮
政
策
の
実
体
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ

が
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
の
戦
争
政
策
と
ア
ジ
ァ
侵
略
政
策
に
脇
力
す
る
こ
と
と
不
可
分
の
閑
係
に
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
は
日
本
独
占
資
本
を
目
下
の
同
盟
者
と
し
、
ア
ジ
ァ
侵
略
の
基
地
に
し
て
い
る
。
日
本
独
占
賞
本
は
そ
れ
に

依
拠
し
っ
っ
同
内
に
お
け
る
支
配
力
を
強
化
し
、
す
で
に
表
面
化
し
て
い
る
国
内
市
場
の
狭
隆
仕
を
ア
ジ
ァ
再
佼
略
に
よ
っ
て
僻
決

し
よ
う
と
企
て
て
い
る
。
ア
ジ
ァ
の
諾
民
族
が
僻
放
独
立
の
意
欲
に
燃
え
、
ア
ジ
ア
の
情
勢
が
一
変
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
な

お
彼
ら
は
過
去
の
甘
い
夢
に
す
が
り
っ
こ
う
と
し
て
い
る
。
池
旧
経
済
成
長
政
策
の
遊
む
述
は
ア
ジ
ァ
再
侵
略
で
あ
り
、
そ
れ
が
全

く
無
駄
で
あ
る
こ
と
に
気
け
か
な
い
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
〔
身
の
悲
劇
が
あ
り
、
Ｈ
時
に
彼
ら
の
支
舳
下
に
あ
る
〔
木
旧
民
の
悲
劇
が

あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
悲
劇
か
ら
解
放
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
池
旧
経
沽
成
長
政
災
に
よ
っ
て
Ｈ
本
経
沽
が
如
何
に
禿
灰
し
よ
う
と
も
、



囚
民
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
立
場
か
ら
は
、
ま
た
口
本
経
済
の
独
立
と
発
展
を
願
う
立
場
か
ら
は
、
さ
ら
に
再
び
戦
禍
に
捲
き

込
ま
れ
な
い
こ
と
を
願
う
立
場
か
ら
は
、
徹
底
的
に
反
対
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
を
解
明
し
て
国
民
を
啓
蒙
し
、
反
対

運
動
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
科
学
者
の
義
務
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
日
本
経
済
の
成
長
と
米
日
独
占
資
本
の
強
化

　
池
田
政
府
は
日
本
経
済
の
成
長
に
よ
り
、
国
民
所
得
を
十
年
問
に
倍
増
さ
せ
る
と
岡
民
に
公
約
し
た
。
な
る
ほ
ど
六
〇
年
以
後
に

お
け
る
日
木
経
済
の
成
長
ぶ
り
は
、
賓
本
主
義
世
界
に
お
い
て
は
「
驚
異
的
な
成
果
」
を
あ
げ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ぞ
れ
は
主
要

資
木
主
義
国
問
の
工
業
発
展
率
の
比
較
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
主
要
産
業
部
門
に
お
け
る
生
産
高
の
国
際
順
位
や
そ
の
他
多
く
の
指
標
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に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
は
日
本
経
済
の
発
展
と
い
う
映
り
に
お
い
て
は
喜
ぼ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
実

際
に
労
働
を
狙
当
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
勤
労
者
ｎ
身
の
生
沽
は
、
そ
れ
に
比
例
し
て
豊
か
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
逆
に
低
賃

金
と
労
働
強
化
と
化
沽
不
安
に
帝
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
維
済
成
長
の
成
果
は
す
べ
て
米
〕
独
占
資
本
の
強
化
拡
大
に
奉
仕
し
、

さ
ら
に
そ
れ
は
米
口
独
占
資
本
の
ア
ジ
ァ
侵
略
政
策
を
支
え
る
緑
沽
的
基
盤
を
築
き
上
げ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
経

済
の
発
処
に
っ
い
て
、
何
を
も
っ
て
喜
び
と
す
る
か
と
い
う
板
め
て
閉
［
な
こ
と
に
さ
え
ｗ
考
、
を
必
妥
と
す
る
よ
う
に
さ
え
忠
わ
れ

る
。　

秋
汕
の
□
木
独
占
資
木
は
財
閑
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
大
地
主
勢
力
と
と
も
に
大
里
伽
と
役
略
主
張
の
支
柱
で
あ
る

と
し
て
ア
メ
リ
カ
占
伽
軍
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
。
し
か
し
、
秋
後
…
も
な
く
閉
始
さ
れ
た
冷
秋
お
よ
び
ア
ジ
ァ
に
お
け
る
政
治
怖
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勢
の
急
変
、
特
に
中
困
革
命
の
逃
民
に
よ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
占
傾
軍
は
政
策
を
転
換
し
始
め
、
日
本
の
工
茉
力
を
温
存
し
、
し
か
も
そ

れ
を
、
口
本
独
占
資
本
を
従
属
さ
せ
な
が
ら
保
護
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
岨
し
よ
う
と
し
た
。
塊
在
で
は
巨
大
狼
行
を
中
心
と

す
る
集
団
指
導
体
制
を
と
っ
て
い
る
析
し
い
型
の
独
占
杵
一
木
の
支
配
力
は
戦
前
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
池
山
政
府
の
経
済
成
長
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

は
、
そ
れ
を
益
々
発
災
さ
せ
強
固
た
も
の
に
す
る
こ
と
に
頁
献
し
て
い
る
。

　
池
旧
政
府
の
政
策
で
あ
る
産
茱
構
造
の
改
革
と
は
、
結
柚
に
お
い
て
衰
退
陸
茱
か
ら
新
し
い
成
長
産
’
業
へ
門
滑
な
転
換
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
前
衡
」
（
一
九
六
四
年
一
月
け
）
に
あ
る
如
く
、
製
辻
災
一
〇
慮
円
以
上
の
企
茱
に
対
す
る
六
一
－
六
三
年
の

設
榊
投
資
総
榊
の
六
三
％
が
石
汕
粘
理
・
石
汕
化
学
・
八
〕
成
繊
維
・
鉄
蜘
・
機
械
・
伍
気
機
械
・
〔
勅
革
の
七
挑
門
に
集
巾
し
て
い

る
こ
と
、
ｎ
、
侠
に
、
巨
大
企
茱
約
凹
○
○
仕
の
六
二
年
下
期
に
お
け
る
叱
用
総
寮
本
九
兆
九
六
二
八
憾
円
の
う
ち
、
そ
の
六
七
％
の

六
兆
六
三
一
七
億
円
が
以
上
の
七
郁
門
に
集
巾
し
て
い
る
こ
と
に
閉
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
も
看
過
し
雌
い
の
は
、
以
上
の
七
祁
門
が
ア
メ
リ
カ
石
汕
独
占
蛍
本
と
緊
密
な
閑
係
に
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
軍
事
陸
茱

に
閉
係
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
次
項
で
述
べ
る
で
あ
ろ
う
ア
メ
リ
カ
独
｛
資
本
へ
の
従
属
化
促
迷
と
い
う

…
煙
や
、
〔
木
維
済
の
車
小
化
お
よ
び
米
〔
独
占
資
本
の
ア
ジ
ァ
は
略
体
制
と
不
可
分
の
閉
係
に
あ
る
八
が
折
．
捕
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
池
旧
政
府
成
立
ｗ
コ
初
の
一
九
六
〇
年
に
お
い
て
独
ヒ
ロ
命
木
の
支
舳
力
は
倣
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
主
要
雌
茱
郁
門
に
お
い

て
、
ほ
と
ん
ど
十
杜
以
下
の
少
敬
巨
大
企
茉
に
よ
っ
て
生
味
壷
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
た
．
殊
に
板
ガ
ラ
ス
（
２
祉
、
以
下
折
孤

内
数
字
は
独
占
し
て
い
る
杜
放
を
示
す
）
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
（
３
杜
）
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
（
３
祉
）
、
け
い
ぶ
洲
板
（
４
杜
）
、
広
蛎
帯
蜘
（
４
祉
）
、

ビ
ー
ル
（
４
祉
）
、
チ
ー
ズ
（
５
祉
）
、
化
気
皿
姶
（
５
杜
）
、
テ
レ
ビ
用
ブ
ラ
ウ
ソ
杵
〕
（
６
杜
）
、
叱
気
燃
以
閑
小
（
５
杜
）
、
ｎ
助
束
タ
イ
ヤ
・

チ
ュ
ー
ブ
（
６
祉
）
、
作
通
巾
シ
ャ
シ
！
（
７
祉
）
、
爪
軌
条
（
７
杜
）
、
〕
覚
時
計
（
８
杜
）
、
柑
洲
（
８
祉
）
、
犯
気
茱
（
９
杜
）
、
客
卑
（
９
杜
）
、



三
輪
車
（
９
杜
）
、
旭
気
銅
秘
錬
（
９
杜
）
、
石
灰
案
素
（
９
杜
）
、
グ
ル
タ
ミ
ソ
ソ
ー
ダ
（
１
０
杜
）
、
テ
レ
ビ
受
信
機
（
１
０
杜
）
の
如
く
、
三
杜

た
い
し
十
杜
で
製
品
の
一
〇
〇
％
を
支
酎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
十
杜
で
九
〇
％
以
上
を
支
配
す
る
業
種
が
三
〇
、
八
○
％

以
上
が
二
五
業
種
、
七
〇
劣
以
上
が
二
二
茉
種
、
六
〇
％
以
上
が
八
業
種
、
五
〇
％
以
上
が
一
一
業
種
で
あ
っ
て
、
合
計
一
〇
九
の
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３
）

主
要
業
種
が
十
杜
以
下
の
巨
大
企
業
に
よ
っ
て
製
舳
の
過
半
数
を
支
附
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
巨
大
企
茱
は
池
田
政
府
の
征
汁
成
長
政
災
に
よ
っ
て
一
屑
傲
脹
を
促
進
さ
れ
た
、
「
前
術
」
（
一
九
六
四
年
一
月
号
）
に
よ

る
と
、
た
と
え
ぼ
資
本
金
一
〇
〇
億
円
以
上
の
巨
大
製
遣
茎
二
四
杜
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
六
〇
年
四
月
か
ら
六
三
年
三
月
ま
で
の
問

に
、
使
用
総
資
本
を
二
兆
三
四
二
五
億
円
か
ら
四
兆
六
八
四
一
億
円
（
二
・
○
倍
）
に
、
資
本
金
を
三
八
四
一
億
円
か
ら
九
八
九
三
億

円
（
二
・
六
倍
）
に
、
系
列
企
業
ま
た
は
捉
携
企
業
へ
の
投
質
を
一
八
八
四
億
円
か
ら
四
六
六
九
億
円
（
二
．
五
倍
）
に
坤
大
さ
せ
て
い

る
。
池
田
経
済
成
欠
政
策
が
如
何
に
独
占
資
本
へ
の
奉
仕
精
神
に
徹
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
に
と
も
た
っ
て
、
生
庇
と
賞
、
木
の
炎
中
も
進
み
、
企
業
の
合
併
件
数
は
五
八
年
三
九
八
件
、
五
九
年
四
二
二
件
、
六
〇
年
四

四
〇
作
、
六
一
年
五
九
一
什
、
六
二
年
七
一
ガ
什
に
上
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
塊
花
で
は
法
人
企
業
総
数
四
八
万
の
う
ち
、
資
、

木
企
十
億
円
以
上
の
大
企
災
は
五
三
七
杜
（
○
・
一
一
石
）
に
迦
ぎ
な
い
の
に
、
そ
れ
が
従
業
〔
一
総
数
の
一
八
％
、
売
上
高
の
二
三
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

利
益
企
、
の
四
五
％
、
固
定
資
庇
の
六
〇
劣
、
資
木
企
の
六
五
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
　
第
一
夫
は
主
要
資
木
主
義
旧
の
終
祈
発
阯
率
の
う
お
ほ
木
が
他
旧
を
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
、

　
問
の
問
に
上
昇
し
て
い
ろ
こ
と
を
閉
ら
か
に
示
し
て
い
ろ
リ

第
二
衣
は
主
要
産
茱
の
生
産
高
順
位
が
短
州

池
田
維
済
成
長
故
策
の
矛
盾
（
武
疎
）

五
　
（
四
三
五
）
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１

率展発済経の因業要主
〇
一

六
　
（
四
三
六
）

一
年

■

６
０
均

１

１

Ｏ

２

９

４

４

３
１
．

■

１

１

６
４
５
４
・
２
・
２
・
皿
一

位

年

３

６
Ｆ
ｏ

６

３

５

３

４
ワ
／

１

２

２

２

１

３

２

１

５
５
平

）Ｆ

贋

－
，

１

９

戸
工

際

６

１

２６９

国
－
，
－
　
■１
－

；

■
■
■
■
■
，
ヨ
；
ｉ
；
　
　
　
ヨ
，
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

「

年

２

８

８

１

５

７

９

１

３

２

５

３

１

２

Ｏ

２

」

高

１

ユ

１

１

１

ユ

２

産

年

５

６

１

Ｏ

５

６

３

６

８

’
４

２

一
１

５

６

勢

７

１

１

－

現

巨

５

ム
一

９

年

９

３

９

４

５

７

１

の

１

ユ

１

２

２

１

１

６

の

済

＝

Ｏ

１

１

１

１

１

１

１

６

経

業

－

１

■

産

■

量
炭
油
ン
鋼
ム
ト
械
車
車
ビ
オ
機
船
業
維

’
一

－

界

■

年

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

要

｝

ン

幾

８

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

リ

ユ

亨
１

５

１

１

１

１

１

１

１

１

土

，

工
繊

９

「

口
巳

二

川
二

レ

ジ
げ
巳

本

１

１
■
一

庁

一
’
ｒ
－

Ｌ

’

皿

ソ

、
、
、

■

メ

企

日

作

動

械
成

■

ツ

ス

ア

ダ

ス
カ
本

レ

－

経

ノ

イ

ソ

リ

ソ

リ

リ

（

　

発
石
重
ガ
粗
ア
セ
エ
乗
自
テ
ラ
重
造
機
合

ド

ラ

タ

ラ
ギ

メ

』…

西
フ
イ
オ
イ
ア
日

ｎ
Ｕ
弓
」
、
万
二
割

鮎
胴

８

１

３

１

３

５

３

９

８

９

４

８

１

６

３

６

Ｏ

７

資

３

４

４

１

２

２

３

４

５

（
２
）

巨
大
奴
行
の
系
列
に
属
す
る
七
一
九
杜
は
い
ず
れ
も
巨
大
八

ち

，

，

，

，

，

，

，

１

２

２

１

１

１

１

う
系
融
、

上

１

そ
れ
ら
は
系
列
ご
と
に
人
的
・
物
的
に
緊
密
た
閥
係
に
あ
る
。

４

’
　
　
１
』

…

■

１
一

－

）

業
金
拠

独
劣
烹
竺

「
．
コ

ち
合
い
だ
け
で
な
く

、

４
ｒ
７

三
菱
に
金
曜
会
、
三
井
は
月
曜
会
、
住
十

吐
入

１
■

２

Ｊ

■

６

ノ

一
タ

■

，

５

６

７

６

４

４

４

１

…

７

い
う
杜
長
会
が
あ
り
、

日
常
茱
務
に
つ
い
て
も
結
合
閑
係
は
強
旧

系
俳
総

↓

３
．
Ｌ
卜

「
■
　
　
；
　
　
■

；

■

‘
１

皿

、洲
（
３
）

十
礼
以
下
で
製
品
の
九
〇
石
を
支
配
し
て
い
る
業
極
は
三
（

数

杜
１

３

８

３

Ｏ

Ｏ

３

５

６

９

９

上

１

２

Ｏ

１

８

７

２

２

４

１

１

宅

１

１

１

１

７

の
主
要
な
も
の
は
、
大
形
型
洲
、
レ
ー
ヨ
ン
・
ク
ラ
イ
メ
ソ
ト
、

」

会

倫
‘

■

平
．
・
－

螢
火
放
宛
管
、
置
時
計
、
将
迦
線
材
、
舳
受
鋼
、
ぱ
ね
鋼
、
狩
舳

１

行

■［

１

■

■

苛
∴
ｏ

バ
タ
ー

、

ベ
ア
リ
ソ
グ

、

銀
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

■

経

罐
詰
川
縦
、
尿
素
、
石
汕
（
３
祉
）
、
十

↓

井
菱
友
士

一

和
海
和
奴

ト
ー
二
１
－

…

■

一
一
　
【

「

■

（

な
ど
で
あ
る
。
八
○
石
け
上
を
支
耐
す
ろ
茉
碗
は
二
五
で
、
そ
一

’

１

三
三
住
官
糖
三
東
大
勧
一

■

■
　
　
　
　
１
　
　
　
■
ｉ
　
　
’
　
　
　
　
■
　
　
　
’
　
　
　
　
－
■
　
　
…
’
，
　
　
　
　
…
　
　
，
■
　
　
，
　
　
　
－
　
　
　
　
ヨ
□
　
　
…
１

■
■
■
■
一

は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
弁
鋤
縦
、
バ
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
、
ラ
ジ
オ
抑

）Ｆ

戸
工

２６９１」勢現の済経界

庁
一

［庁企経（

立“際国高産生の業産要土本日　

）反皮年
３
８」書白沫経「庁企経（

杜公
で
タ

系の行銀大巨　

　
（
２
）
　
巨
大
奴
行
の
系
列
に
属
す
る
七
一
九
杜
は
い
ず
れ
も
巨
大
企
業
で
あ
る
。

　
　
そ
れ
ら
は
系
列
ご
と
に
人
的
・
物
的
に
緊
密
た
閥
係
に
あ
る
。
株
式
の
柵
互
持

　
　
ち
合
い
だ
け
で
な
く
、
三
菱
に
金
曜
会
、
三
井
は
月
曜
会
、
住
友
は
白
水
会
と

　
　
い
う
杜
長
会
が
あ
り
、
日
常
茱
務
に
つ
い
て
も
結
合
閑
係
は
強
固
で
あ
る
。

９
４
（
３
）
　
十
礼
以
下
で
製
品
の
九
〇
石
を
支
配
し
て
い
る
業
極
は
三
〇
に
上
り
、
そ

　
　
の
主
要
な
も
の
は
、
大
形
型
洲
、
レ
ー
ヨ
ン
・
ク
ラ
イ
メ
ソ
ト
、
イ
ー
ス
ト
、

　
　
螢
火
放
宛
管
、
置
時
計
、
将
迦
線
材
、
舳
受
鋼
、
ぱ
ね
鋼
、
狩
鉄
竹
、
粉
乳
、

　
　
バ
タ
ー
、
ベ
ア
リ
ソ
グ
、
罐
詰
川
縦
、
尿
素
、
石
汕
（
３
祉
）
、
非
標
準
変
圧
機

　
　
な
ど
で
あ
る
。
八
○
石
け
上
を
支
耐
す
ろ
茉
碗
は
二
五
で
、
そ
の
上
．
疫
な
も
の

　
　
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
弁
鋤
縦
、
バ
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
、
ラ
ジ
オ
受
仁
慨
、
マ
ー



　
ガ
リ
ソ
、
電
気
洗
濯
機
、
電
動
機
、
過
燐
酸
石
灰
、
セ
メ
ン
ト
、
硫
安
、
写
真
機
、
銅
塊
な
ど
で
あ
る
。
七
〇
％
以
上
は
、
火
災
海
上
保
険
、

電
線
、
ケ
ー
ブ
ル
、
砂
糖
た
ど
一
三
業
種
で
あ
る
。
六
〇
石
以
上
は
、
鋼
船
、
製
粉
、
合
成
繊
維
、
洋
紙
、
遣
船
な
ど
八
業
種
で
あ
る
。
五
〇

彩
以
上
は
、
バ
ル
プ
、
銀
行
、
ミ
シ
ソ
、
貿
易
な
ど
一
一
業
種
で
あ
ろ
，

（
４
）
　
第
四
表
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
企
業
に
逢
か
に
及
ぼ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
〇
杜
の
ラ
ン
ク
に
八
杜
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

銀
行
の
世
界
順
位
は
そ
れ
よ
り
上
で
あ
っ
て
、
第
五
表
の
如
く
、
五
〇
巨
大
銀
行
の
ラ
ソ
ク
に
九
銀
行
が
顔
を
並
べ
て
い
る
。
富
士
銀
行
の
如

　
き
は
二
四
位
に
の
し
上
っ
て
い
る
。

）年
６
２

１
９（立｛噴川の業企大巨 数

用
雇

秋
１
２
０
６
５
９
２
１
５
７
３
８
１
８
４
４
　
１
↓
　
１
■

産
資
総

ｗ
５
０
５
６
４
１
２
３
３
９
８
３
０
９
１
５
万
３
１
１
５
６
９
５
７
百
１
，
Ｌ
１
，

高
上
売

ル
ト
５
６
４
８
８
２
４
０
師
９
５
７
９
６
８
６
５
５
３
４
８
４
６
４
６

カ
■
ソ
く
メ
除
ア
を

位
１
６
２
７
３
５
３
７
５
１
６
３
６
５
６
６

カ
リ
む
メ
含
ア
を

位
６
６
８
６
０
４
１
６
４
９
７
２
７
８
７
９
　
　
　
１
■
　
１
■
　
１
↓
　
１
■
　
１
↓
　
１
↓

所
芝
鉄
機
機
鉄
車
管
咋
製
電
電
製
帥
鋼
域
幡
下
菱
士
マ
日
東
八
松
三
宮
ト
日

■池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）

　
）

　
年

　
６
２

　
１
９

　
（

　
立

山
剛

業
剛

企大
行

の
銀

界
大

肚
巨

藤
　帷

高金預

狐
然
搬
ｗ

）

カ

上

リ
む
位
２
４
２
５
２
６
２
７
３
６
４
４
４
５
４
６
４
８

同

メ
含

ア
を
１
■

■
■
　
　
　
　
　
　
　
’
！
１

佐（

鮒
〃
〃
〃
〃
”
”
”
”
士
菱
和
友
業
海
井
一
業
富
三
三
住
興
東
三
策
勧

泰帷
判

　
６
１

　
１
９

　
（

　
況

　
状

　
易

　
第
六
表
は
、
企
業
総
数
の
九
三
・
三
％
を
占

め
る
五
百
万
円
未
満
の
小
企
業
は
資
本
総
緬
の

二
二
・
六
％
を
占
め
に
過
ぎ
た
い
の
に
、
企
業

総
数
の
○
・
五
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
一
億

円
以
上
の
大
企
業
が
、
資
本
金
で
は
七
三
・
二

老
、
利
益
金
で
は
五
九
・
二
％
を
支
配
し
て
い

る
実
状
を
示
し
て
い
る
。

屑皆ド金木賞＠

数

３
９
９
３
４
１
０

業

Ｑ
ｏ
ｏ
０
１
■

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

９

Ｏ

企

１

－
１
　
　
　
■
「

員
　
…
■
　
　
　
　
　
ヨ
■
２
３
９
６
９
１
０

業

１
↓
７
‘

８
３
０
８
０

５

１

１

Ｏ

従

１

－
■
！
一
，
　
コ

１
，
－
□
ヨ
ー
■
－
，
■
１
！

益

１

７
０
０
９■

－
…
ー
ヨ
Ｑ
，
Ｕ
（
）

Ｈ

６
８
４
４
４
０

）

」
－

禾

２２

１

４

Ｏ

反Ｊ

屯
糸

！

年

１
－

…
１

■
　
■
ヨ
ー
　
　
　
　
■

１

９
２
８
７
４
０
０

８

金

３

上

９
７
０
４
４
３
０

」

２

１

１

３

Ｏ

売

１

書白

金

６
９
２
１
３
９
０

●
　
　
　
●

■

・
　
　
　
●

●

済

本

３

３

３

４

８

Ｏ

１

１

５

Ｏ

経

資

１

の

産

　
■
０
６
２
１
１
７
０

民

４
８
４
６
７
０

貝

費

９１

１
４
０

［
「

総

１

（

－■

　
　
　
　
　
－
８
３
５
４
４
４
０

定
産

一
１
２
３
５
３

５

９

Ｏ

司
等
＾
［
い
、
’
上

１

５

Ｏ

■

１

■
；
↓
■
－
　
　
、
■
■

，

■
■

」
■

満
上
上
上
上
上

■

肺
耐
帥
ｗ
帥

－

上

只
一
Ｕ
一
１
０

Ｏ
Ｏ

１

Ｏ

１
■
一
」
Ｕ

１

－

，
（

七
（
四
三
七
）
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八
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三
　
目
本
経
済
の
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
へ
の
従
属
化

　
一
九
四
五
年
八
月
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
承
認
に
よ
り
目
本
は
敗
戦
し
た
。
連
合
国
の
占
領
支
配
と
な
り
、
マ
ッ
ク
ァ
ー
サ
ー

が
そ
の
任
に
当
っ
た
。
マ
ッ
ク
ァ
ー
サ
ー
の
任
栃
は
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
に
基
き
、
ま
ず
日
本
の
軍
国
主
義
・
侵
略
主
義
を
た
た
き
っ
ぶ

し
、
日
本
を
平
和
な
民
主
的
国
家
に
再
建
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
財
閥
解
体
・
農
地
解
放
・
労
働
組
合
育
成
を
中

心
と
す
る
民
主
化
政
策
を
行
う
と
と
も
に
、
軍
事
産
業
し
た
が
っ
て
重
工
業
施
設
を
賠
償
物
資
と
し
て
撤
去
す
る
こ
と
に
し
た
。
日

本
の
独
占
資
本
は
深
刻
な
恐
怖
に
陥
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ツ
ク
ァ
ー
サ
ー
は
決
し
て
人
道
主
義
者
で
も
な
け
れ
ぼ
理
想
主
義
者
で
も

な
く
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
の
使
徒
で
あ
っ
た
。
冷
戦
の
閉
始
と
ア
ジ
ァ
の
情
勢
変
化
、
特
に
中
国
革
命
の
進
展

に
よ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
は
日
本
を
ア
ジ
ァ
の
軍
事
基
地
と
し
て
温
存
し
育
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
マ
ッ
ク
ァ
ー
サ
ー
は

そ
れ
に
呼
応
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
い
た
劣
数
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ラ
ー
た
ち
を
駆
遂
し
、
占
領
政
災
の
転
換
が
始
っ
た
。
四
七
年
の
ゼ
ネ
ス
ト

禁
止
命
令
お
よ
び
食
糧
デ
モ
警
告
に
よ
り
、
日
本
の
独
占
資
本
は
ホ
ッ
ト
し
た
。
そ
れ
に
続
く
民
キ
的
改
革
の
緩
和
と
賠
償
物
資
撤

去
の
緩
和
は
、
日
本
の
独
占
資
本
を
安
心
さ
せ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
木
の
支
削
の
下
で
生
き
る

こ
と
を
許
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
枠
が
四
九
年
の
ド
ッ
ヂ
・
ラ
ィ
ソ
と
呼
ぼ
れ
る
経
済
九
原
則
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
〇
年
六
月
に
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
戦
争
が
勃
党
し
た
。
当
時
の
ア
ジ
ァ
帷
勢
、
殊
に
前
年
の
十
月
に
は
す
で
に
中
華
人
民
共
和

国
が
成
立
し
て
急
連
に
禿
尿
し
っ
っ
あ
っ
た
准
情
の
下
で
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
が
輔
鮮
半
島
で
軍
車
け
勅
を
起
す
に
至
っ
た
こ

と
も
、
そ
の
ア
ジ
ァ
政
策
を
維
持
す
る
た
め
に
は
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
措
姓
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
、
．
し
か
し
、
計
算
は
完
全
に
狂
っ

た
。
一
挙
に
鵬
緑
江
ま
で
と
考
え
た
の
に
、
逆
に
大
耶
釜
山
の
一
劃
に
包
囲
さ
れ
危
機
に
陥
っ
た
、
仁
川
上
陛
・
中
央
強
行
突
破
で



危
機
を
脱
し
、
鴨
緑
江
岸
に
達
し
た
も
の
の
、
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
の
威
嚇
戦
略
に
対
し
祖
国
防
衛
に
奮
起
し
た
中
国
義
勇
軍
の
進
出

と
な
り
、
朝
・
中
両
軍
の
た
め
に
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
軍
は
総
退
却
と
な
り
、
よ
う
や
く
三
八
度
線
を
維
持
し
得
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
の
問
に
責
任
を
問
わ
れ
た
マ
ッ
ク
ア
ー
サ
ー
が
失
却
す
る
と
い
う
場
面
が
あ
っ
た
。

　
朝
鮮
戦
争
の
惨
敗
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
に
と
っ
て
の
日
本
の
軍
事
補
給
基
地
と
し
て
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
。
そ
れ
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
日
本
の
占
領
状
態
を
終
結
し
、
極
東
委
員
会
・
対
日
理
事
会
か
ら
ア
メ
リ
ヵ
を
解
放
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

の
目
的
実
現
の
た
め
に
五
一
年
に
は
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
日
米
安
全
保
障
条
約

を
同
時
に
締
結
し
て
、
名
目
的
に
は
独
立
を
、
実
質
的
に
は
ア
メ
リ
ヵ
だ
げ
で
占
領
支
配
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
五
三
年
ま
で
継
続
す
る
朝
鮮
戦
争
中
に
ア
メ
リ
ヵ
は
、
日
本
の
軍
事
産
業
〕
重
工
業
を
育
成
し
、
日
本
独
占
資
本
は
い
わ
ゆ

る
特
需
景
気
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
し
始
め
た
。
敗
戦
に
よ
っ
て
廃
壊
と
化
し
た
日
本
の
工
業
は
、
問
も
な
く
戦
前
の
状
態
を
回
復

す
る
に
至
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
前
の
口
木
資
本
主
黄
へ
の
復
沽
で
は
な
く
、
貿
場
の
比
重
は
ア
ジ
ァ
か
ら
ア
メ
リ
ヵ
に
移
行
し
、
重
要
産
業

は
見
返
資
金
・
ド
ル
資
金
の
導
人
に
よ
っ
て
支
舵
さ
れ
、
数
万
の
駐
榊
取
と
数
百
ヵ
所
に
上
る
ア
メ
リ
ヵ
基
地
に
よ
っ
て
威
圧
さ
れ

た
、
実
質
的
に
秋
民
地
的
な
口
本
資
木
羊
遼
の
復
沽
で
あ
り
発
展
に
逃
ぎ
な
か
っ
た
、
当
時
の
吉
旧
政
府
は
「
向
米
一
辺
倒
」
と
呼

ば
れ
た
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
て
□
木
経
済
の
刈
米
従
旭
化
炊
災
を
遊
め
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
Ｈ
本
経
済
の
発
展
－
－
口
本
独
占
資
本

の
発
展
は
次
第
に
ア
メ
リ
カ
独
占
資
木
と
の
利
∴
対
一
１
を
化
ぜ
し
め
、
他
方
、
廿
界
竹
勢
の
推
移
の
巾
で
ア
メ
リ
カ
独
占
資
木
の
譲
、

歩
せ
ざ
る
を
得
な
い
水
廿
も
あ
っ
て
、
〔
本
資
木
丁
荻
の
ｎ
ヤ
独
立
が
那
わ
れ
、
一
九
六
〇
年
に
は
片
政
府
は
Ｈ
米
折
時
代
に
対
応

す
る
た
め
と
称
し
、
安
保
条
約
の
改
訂
を
捉
起
し
た
し
し
か
し
、
Ｎ
＾
は
そ
れ
が
一
岬
対
米
従
机
化
を
沫
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
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看
破
し
、
未
曽
有
の
反
対
国
民
運
動
を
展
開
し
た
。
岸
政
府
ぱ
潰
さ
れ
な
が
ら
強
引
に
締
結
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
第
二
条
の
日
米

経
済
協
力
の
規
定
こ
そ
、
そ
れ
か
ら
最
近
に
至
る
ま
で
政
権
を
担
当
し
て
来
た
池
田
政
府
の
対
米
経
済
従
属
化
政
策
の
根
源
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
現
在
の
佐
藤
政
府
に
も
生
き
て
い
る
。

　
こ
の
新
安
保
体
制
下
の
日
米
経
済
協
力
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
は
、
¢
日
本
経
済
を
一
層
広
汎
に
支
配
す
る
こ
と
、
　

日
本
を
拠
点
に
し
て
ア
ジ
ア
の
杜
会
主
義
国
に
対
抗
し
、
さ
ら
に
ア
ジ
ァ
渚
民
族
を
支
配
し
収
奪
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
日

本
独
占
資
本
は
、
¢
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
援
助
を
受
げ
る
こ
と
、
　
そ
の
力
で
日
本
因
民
に
対
す
る
収

奪
を
強
化
し
資
本
の
蓄
積
と
集
中
を
図
る
こ
と
、
　
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
軍
事
的
援
助
に
よ
っ
て
、
再
び
ア
ジ
ァ
大
陛
へ
の
経
済

的
発
展
と
侵
略
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
一
九
六
〇
年
六
月
の
「
貿
易
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
」
に
よ
れ
ぼ
、
六
三
年
四
月
ま
で
に
輸
入
貿
場
の
八
○
劣
を
白
口
由
化
す
る
計

画
で
あ
っ
た
が
、
六
四
年
四
月
に
は
す
で
に
九
四
劣
ま
で
白
由
化
さ
れ
た
。
後
に
は
た
だ
独
占
資
本
の
重
要
生
座
品
と
農
産
物
の
僅

か
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
占
領
時
代
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
ヵ
貿
場
が
第
一
位
を
占
め
、
こ
の
白
由
化
に

よ
っ
て
ア
メ
リ
ヵ
は
日
本
の
市
場
拡
大
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
ヵ
だ
げ
で
な
く
、
カ
ナ
ダ
・
台
湾
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ソ
・
南
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
・
タ
イ
な
ど
を
含
め
た
ア
メ
リ
カ
勢
力
圏
と
し
て
考
え
れ
ぼ
、
六
三
年
に
は
輸
出
の
五
三
・
四
劣
、
愉
入
の
五
一
・
八
劣
を

占
め
、
日
本
貿
場
の
過
半
敬
を
支
配
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
半
面
に
お
い
て
、
東
西
貿
易
に
対
す
る
、
特
に
口
木
貿
場
に
対
す
る
側
眼
と
圧
迫
と
妨
苫
で
あ
り
、
口
木
貿
場
の
ｎ
主
性

は
全
く
な
い
。
戦
前
、
中
国
を
含
め
た
ア
ジ
ァ
近
隣
渚
因
へ
の
楡
出
は
四
三
％
で
あ
っ
た
が
、
蚊
近
は
八
％
に
激
減
し
、
楡
人
も
三

七
％
か
ら
五
％
に
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
人
為
的
政
治
的
な
結
果
で
あ
る
。
そ
の
木
人
が
政
経
分
離
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
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１
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か
ら
一
層
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
六
一
－
六
三
年
の
外
資
借
入
総
額
は
一
四
億
六
八
○
○
万
ド
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
七
五
％
は
ド
ル
資
金
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
ド
ル
資
金
の
供
給
源
は
従
来
主
と
し
て
世
界
銚
行
・
輸
出
入
銀
行
な
ど
の
困
家
資
金
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
次
第

に
チ
ェ
ー
ス
・
マ
ソ
ハ
ッ
タ
ソ
・
バ
ソ
ク
、
モ
ル
ガ
ソ
・
ギ
ャ
ラ
ソ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
、
ア
メ
リ
カ
ソ
・
バ
ソ
ク
、
フ
ァ
ー
ス
ト
．

ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
・
バ
ソ
ク
な
ど
条
件
不
利
な
私
的
資
金
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
の
融
資
先
は
主
と
し
て
庖
力
、
鉄
鋼
、

海
運
、
国
鉄
、
石
油
、
白
動
車
、
航
空
機
な
ど
の
独
占
資
本
が
多
い
。

　
外
資
の
株
式
へ
の
投
資
額
は
、
一
九
六
三
年
三
月
末
塊
在
で
五
億
五
五
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
、
そ
の
産
業
部
門
別
内
訳
は
石
汕
精

機
三
四
・
九
％
、
化
学
工
業
二
四
・
七
％
、
電
気
機
械
一
一
・
四
劣
、
金
属
工
茱
八
・
九
％
、
ゴ
ム
エ
業
八
・
七
％
そ
の
他
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
経
営
参
加
目
的
の
株
式
投
資
額
は
一
億
五
四
二
二
万
ド
ル
で
、
産
業
部
門
別
に
見
れ
ぼ
、
石
沽
精
理
、
化
学
、
厘
気
機
械
、

ゴ
ム
皮
革
、
金
属
、
機
械
の
六
部
門
で
九
四
・
三
劣
を
占
め
て
い
る
。
日
米
合
弁
会
杜
は
一
九
六
二
年
末
現
在
で
、
外
資
法
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
（
３
）

も
の
一
四
九
杜
、
円
べ
ー
ス
に
よ
る
も
の
五
五
杜
、
そ
の
他
六
杜
の
合
計
二
一
〇
杜
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

　
技
術
導
入
は
一
九
六
四
年
三
月
末
現
在
で
約
四
〇
〇
〇
件
（
う
ち
長
期
の
も
の
一
九
九
八
件
）
に
連
し
て
い
る
。
産
業
部
門
別
で
は
産

業
機
械
二
川
・
七
劣
、
電
気
機
械
二
三
・
八
％
、
化
学
工
業
二
二
・
○
％
で
あ
っ
て
、
こ
の
三
郁
門
が
七
〇
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
れ
ら
の
企
業
は
資
本
金
一
億
円
以
上
が
大
祁
分
で
あ
っ
て
、
殊
に
新
三
菱
六
七
咋
、
八
幡
製
鉄
五
二
件
、
住
友
企
属
五

二
件
、
東
芝
四
五
件
な
ど
の
如
く
巨
大
企
業
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
米
目
独
占
賓
本
の
結
合
閑
係
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
技
術
援
助
は
条
件
が
過
酷
で
あ
っ
て
、
一
定
の
頭
金
を
支
払
う
ほ
か
に
、
年
々
売
上
高
の
四
－
七
％
を
特
許
料
と
し
て
支
払
う

だ
け
で
な
く
、
版
売
区
域
そ
の
他
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
外
資
と
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
口
本
の
労
例
者
の
化
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産
し
た
価
値
の
う
ち
か
ら
年
々
一
〇
〇
〇
億
円
ほ
ど
が
い
ろ
い
ろ
な
名
目
で
ア
メ
リ
カ
に
支
払
わ
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
し
よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
日
木
の
独
占
資
本
と
い
え
ど
も
独
占
資
本
で
あ
る
限
り
、
す
べ
て
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
に
盲
従
し
て
い
る
ぼ
か
り
で

は
な
い
。
日
本
の
独
占
資
木
も
強
大
化
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
と
の
対
立
が
表
面
化
し
、
そ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
石
油
と
ア
メ
リ

カ
石
汕
と
の
対
立
、
日
本
綿
製
品
や
毛
製
品
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
制
限
、
目
航
の
ア
メ
リ
カ
乗
入
れ
不
承
認
、
東
西
貿
場
に

っ
い
て
の
対
立
な
ど
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
強
調
し
て
日
本
資
本
主
義
白
主
化
論
も
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
独
占
資
本

は
依
然
と
し
て
強
大
な
ア
メ
リ
ヵ
独
占
資
本
の
経
済
力
と
軍
事
力
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
単
独
で
因
民
に
対
す
る
収
奪
を
強
行
す

る
力
な
く
、
い
わ
ん
や
ア
ジ
ァ
大
陸
に
進
出
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
な
い
。
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一

　
　
　
　
年
３
０
５
ユ
４
０
３
１
３
０
０
０

　
　
入
　
６
３
　
　
　
　
　
　
　
　
１

一
　
－
年
％
３
１
坊
託
”
甘

　
　
　
　
（
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

榊
「
｝
哨
一
平
ぷ
別
”
、
榊

蝋
」
一
沖
糾
邑
コ
ー
鎚
〃
．
鎚
ｍ
山

伽
一
岬
－
６
－
－
－
－
－
－
－
｛

の
一
■
１
年
３
７
８
０
３
１
２
６
３
２
ｍ
拍

ク
　
一
戸
－
－
３
；
３
－
７
…
６
…
－
９
－
－
０
－
－
一
経

牢
輪
一
脳
■
６
年
６
４
４
ー
ユ
ー
１
１
０
汁

（
　
　
　
　
　
１
　
つ
ｏ

オ
一
…
－
１

口
一
　
一
　
　
　
同
土
　
カ
貝

ｐ
　
　
　
諦
木
り
リ
來
計

　
　
　
　
　
ア
隣
刃
メ
メ
他

　
　
　
　
　
ジ
近
Ｈ
「
ア
ア
〈
〕
の
く
ｎ
．

　
　
　
　
　
ア
　
　
　
北
　
　
そ

　
）
　
２

　
９
６

重
Ｇ

比のカリメアるめ占に

ｎ
…

入

Ａ
柵

及主　

」

■
，
１
　
　
　
　
　
■
　
　
　
！
一

皿

％１
６
３
３
５
０
２
９

２
５
３
７
４
６
８
７

一
－
１
－
■
一
　
　
　
　
　
　
■
　
　
弓

－
！
　
　
　
　
　
…
１
，

一
材
炊
麦
ず
し
皮
ム
コ

こ

■

■

ろ

ゴ
バ

』

く
　
も

■

皿

成
タ

『

う

一
木
石
小
鉄
と
原
合
葉

■

一
－
－

一
一
蓋
８
・
６
・
葵
一

，
　
　
－
■
　
　
　
，
■

１
　
　
　
　
ｉ

■
■
；
■

．
一
ノ
一
－
ニ
ペ
く
受
隻
受

定
一

亙
一
＼

」
ノ

花
炭
機
機
櫟

　
吉
助
燃
算

　
病
ｆ
一
内
卜

　
Ｌ
■
」
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｉ

　
汽
（
刈
り
子

綿
弧
燕
航
旭

棉
　
斗

旭
川

凧
束

じ
ニ

ゲ
」」

几

ム
川

（
１
）
　
第
一
表
の
日
本
貿
場
の
地
域
的
構
成
と

　
変
化
を
辿
れ
ば
、
日
木
の
対
米
依
存
、
ア
メ

　
リ
カ
の
中
困
封
じ
込
め
政
策
が
数
字
の
上
で

　
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
衣
を
見
れ
ば
、
大
豆

　
・
強
粘
結
炊
・
石
炭
・
と
う
も
ろ
こ
し
が
、

　
ど
う
し
て
中
同
か
ら
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
か

　
ら
貫
わ
れ
て
い
る
の
か
と
忠
わ
ざ
る
を
得
な

　
い
。
昨
年
は
よ
う
や
く
往
復
二
倣
三
五
〇
〇

　
万
ド
ル
に
ｎ
復
し
た
□
中
貿
〃
が
、
ど
う
し

　
て
十
倣
ド
ル
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。

（
２
）
　
第
一
、
一
大
に
よ
れ
ぼ
木
文
と
は
火
り
、
株

　
式
投
賞
介
計
六
帳
閑
○
○
○
万
ド
ル
、
伐
付

　
企
く
い
計
二
一
倣
三
〇
〇
万
ド
ル
、
そ
の
他
総



計
一

．
Ｏ
ｌ
．
■
７

Ｆ
ｈ
一
　
〔
Ｕ
　
Ｏ

■
１
　
７
‘
　
Ｏ
Ｏ

Ｑ
，
ｕ
　
４
　
ｏ
）

　
４
　
１
■

Ｚ
７

０
　
（
ｏ

ｏ
Ｏ
　
Ｏ
）

Ｑ
Ｏ
　
ｎ
６

０
　
７
’

１
！
　
り
〕

「
ｏ

７１５０２

９２５７７５

３２８８７６

３０３４
８
一８

　
一
　
一

　
一
テ
ニ
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
，
５
．
Ｏ
．
〇

　
一
ぽ
一
　
　
　
　
　
　
　
〇
〇
馳
犯
ｏ
ｏ
０
９

　
一
貨
工
　
　
　
　
０
９
２
５
５

　
一
外
一
　
　
　
　
３
　
７
１
５
１
９

　
　
　
　
　
，
７
９
．
２
、
ヨ
、
Ｚ
．
一
「
ｏ
．
．
９
：
５
－

　
　
金
券
　
　
　
４
５
２
７
６
５
４
７
１
３
６
０
４
１
９
４

　
　
付

況
■
　
　
　
　
　
　
２
１
３
３
５

状
正
依
、
一

入
一
ｕ
∴

片
一
伐
一

イ
　
　
一
」
し

化
以
「
｛
げ
一
「

外
一
渉

　
一
訂
．

　
一
益
．

　
一
」
僕
－
一

　
　
　
　
一
い

　
一
式
［
１
５
１
２
９
７
５
２
３
５
６
６
１
４
６
６
２
６
一
２
８

　
　
　
　
キ
ム
臥
氏
孔
Ｌ
れ
～
↓
、
一
｝

　
　
株
■

　
一
　
　
　
一

　
■

　
３
４
１
５
９
３
飢
２
７
８
７
５
８
０
３
一
０
３

　
妬
　
一
　
１
５
鵬
２
０
〃
脆
〃
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
２
一

一
４
６
５
８
１
５
１
６
５
５
８
０
５
０
９
８
一

　
１
　
　
１
１
５
２
６
７
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
　
　
　
　
　
　
　
４

０
…
ヨ
３
，
０
…
ｉ
Ｏ
．
０
　
８
－
　
２
　
８
　
２
一
．
－
６
；

　
ユ
　
　
ー
６
１
６
８
一
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
　
１
■
　
１
■
　
一
　
（
Ｏ

年
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ト

０
２
４
６
８
０
１
２
３
二
、
ｎ

９
５
５
５
５
５
６
６
６
６
　
合
■

！

山
８
；
一

６
　
一

７
一

■
〇
一

－
上
　
一

２
　
一

３
一

５
一

７
　
一
．
２
一

１
．

６４８９９１
２
一

４
．
．

３

　
「
０

　
４

　
７

一
圧 ）反目

戸
血

９３■省白済至の民「

）計
６
２

４
９

１
９

（
　
　
一資投式株白

目
、加

参
。営経

（
＠
一

　
■

　
■．

、
パ
．
９

　
一
ド
Ｏ

　
干
４

　
　
１

　
　
５

老３

４
・

９

９
　
（
ｏ
　
０

０
）
　
７
‘
　
７
‘

８
　
７
１
　
１

０
　
ｏ
）
　
Ｑ
ｏ

４
　
１
　
１

１７７１１

ｉ
一
一
、
０
…
■

額
金
一数牛

イ
一

１６３８

２
７

７
０

６
４

０２

１
４

６
４

製
学
械
革
属
械

　
　
　
　
　
　
　
悠
人

精
　
　
機
皮
　
　
様

　
　
　
　
　
　
　
也

淋
　
気
ム
　
剛

石
化
宛
ゴ
金
そ
．

０
．

０１０３１４５１６４３計合他のそ

）号月７Ｆ４６９１」

＼
旧・

斜

！
丁

壬「（

　
計
三
二
億
一
〇
七
六
万
ド
ル
に

　
連
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い

　
る
。

（
３
）
　
石
汕
精
製
企
茱
に
果
し
て

　
民
族
汽
本
が
残
っ
て
い
る
の
だ

　
ろ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が

　
外
閑
籔
本
と
結
合
し
て
い
る
。

　
束
亙
－
燃
料
１
ー
エ
ッ
ソ
、
モ
ー
ビ

　
ル
、
□
木
石
汕
精
製
１
ー
カ
ル
テ

　
ッ
ク
ス
、
則
ハ
Ｗ
■
石
〕
洲
１
ー
カ
ル
テ

　
ッ
ス
、
〔
本
石
油
１
ー
カ
ル
テ
ッ

　
ク
ス
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
１
ー
カ
ル

ト
化
成
１
－
、
七
ン
サ
ン
ト
・
ケ
ミ
カ
ル
十
三
菱
化
成
、
旭
ダ
ウ
ー
ー
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
十
旭
化
成
、

ム
ス
ト
ラ
ン
ド
十
三
麦
レ
ー
ヨ
ソ
十
一
一
一
菱
化
成
、
　
三
菱
汕
化
１
－
シ
ェ
ル
系
グ
ル
ー
ブ
十
三
菱
系
グ
ル
ー
プ
、

十
三
井
石
滴
化
学
箏
カ
。

テ
ッ
ク
ス
、
極
東
石
汕
工
業
１
ー
モ
ー
ビ
ル
、
昭
和
石
汕
１
ー
シ
ェ
ル
、
閉
和
四
日
市

石
油
１
ー
シ
ェ
ル
、
日
木
鉱
業
１
ー
ガ
ル
フ
・
オ
イ
ル
、
東
Ｗ
石
汕
…
ガ
ル
フ
・
オ
イ

ル
、
九
州
石
油
１
ー
ベ
ト
ロ
リ
ア
ム
、
丸
善
石
油
１
ー
ユ
ニ
オ
ソ
・
オ
イ
ル
箏
々

　
石
油
化
学
工
業
は
外
同
費
本
と
よ
り
密
按
で
あ
り
、
〈
い
升
ヘ
ム
杜
、
が
多
い
。
日
木

ゼ
オ
ソ
ー
ー
グ
ッ
ト
リ
ッ
チ
・
ケ
ミ
カ
ル
十
古
川
電
工
ほ
か
二
杜
、
三
菱
モ
ン
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
い
変
ボ
ン
ネ
ル
Ｈ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
井
ポ
リ
ケ
ミ
カ
ル
ー
ー
デ
ュ
ポ
ン

労
働
者
に
対
す
る
合
理
化
攻
勢

池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）

一
三
　
（
四
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
四
四
四
）

　
以
上
の
如
く
、
池
田
政
府
の
「
経
済
成
長
政
策
」
お
よ
び
「
日
米
経
済
協
力
」
は
、
事
実
と
し
て
は
米
日
独
占
資
本
の
強
化
で
あ

り
、
対
米
従
属
の
深
化
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
同
時
に
労
働
者
階
級
に
対
す
る
大
量
首
切
り
と
低
賃
金
と
労
働
強
化
を
と
も

な
う
労
働
攻
勢
で
も
あ
っ
た
。

　
資
本
主
義
杜
会
に
お
い
て
は
、
機
械
は
人
問
の
労
働
を
軽
減
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
剰
余
価
値
率
を
高
め
利
潤
率
を
増

大
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
戦
後
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
新
し
い
設
伽
と
技
術
が
急
速
に
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
例

外
で
は
な
か
っ
た
。
生
産
性
向
上
運
動
と
称
し
、
そ
れ
が
如
何
に
も
同
民
生
活
を
も
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
宣
伝
し
な

が
ら
、
そ
の
実
は
そ
れ
を
テ
コ
と
し
て
労
働
強
化
と
労
働
時
閉
延
長
を
強
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
資
本
に
と
っ
て
は
投
資
効
率
を

高
め
る
こ
と
だ
げ
が
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
高
度
化
し
た
技
術
構
成
に
適
応
し
た
よ
う
に
労
働
力
の
配
置
や
労
務
管
理
・

作
業
管
理
が
工
夫
さ
れ
、
そ
れ
が
結
局
に
お
い
て
労
働
者
に
対
す
る
労
働
強
化
と
労
働
時
閉
延
長
と
な
っ
て
塊
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

生
産
性
向
上
運
動
は
戦
前
に
お
げ
る
産
業
合
珊
化
連
勅
の
班
代
版
に
外
な
ら
な
い
。
陸
業
の
合
理
化
は
資
本
の
合
理
化
で
あ
っ
て
、

そ
の
た
め
に
労
働
者
陪
級
は
ど
れ
ほ
ど
首
切
り
と
低
賃
企
と
労
働
独
化
に
苦
し
め
ら
れ
た
か
は
、
雌
史
的
班
実
と
し
て
明
ら
か
で
あ

る
。
生
庇
性
の
向
上
も
資
本
の
生
産
性
向
上
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
得
た
州
加
分
が
少
し
で
も
労
例
老
に
配
、
分
さ
れ
る
保
証
は
な
い

の
で
あ
り
、
す
べ
て
は
寮
本
の
所
有
者
に
独
占
さ
れ
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
独
占
賞
木
は
直
按
に
ｎ
己
の
労
働
老
に
対
し
て
収
奪
を
独
化
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
〔
木
の
生
水
構
辿
の
一
っ
の
特
徴
と
し
て
中

小
企
業
の
〃
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
巾
小
企
災
は
秋
後
、
特
に
批
近
に
お
い
て
下
請
化
ま
た
は
系
列
化
さ
れ
っ
っ
あ
る
。

独
占
資
木
は
こ
の
下
諦
条
什
を
次
第
に
低
下
さ
せ
る
。
下
諦
企
茉
は
そ
れ
を
労
働
考
に
松
嫁
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
占
資

本
は
…
按
的
に
労
働
者
に
対
す
る
収
傘
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
［
取
近
に
お
い
て
は
、
巾
小
企
尖
の
約
半
倣
が
何
ら
か
の
形
で
下



請
化
ま
た
は
系
列
化
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
下
請
条
件
は
い
よ
い
よ
劣
悪
に
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
小
企
業

の
労
働
条
件
は
益
々
劣
悪
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
白
動
車
産
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
郁
品
の
七
〇
１
八
○
％
を
下
請
に
依
存
し
て

い
る
が
・
そ
の
下
請
単
価
は
こ
の
数
年
来
に
五
割
引
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
引
下
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
戦
後
・
資
本
の
労
働
者
に
対
す
る
収
奪
方
法
の
一
っ
と
し
て
、
旦
雇
・
臨
時
工
・
杜
外
工
な
ど
を
増
加
し
、
木
工
に
対
す
る
比
率

を
高
め
る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
本
工
に
比
し
て
著
し
く
低
賃
金
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
退
服
金
制
度
．
厚
生
福
利
施
設

の
利
用
な
ど
・
あ
ら
ゆ
る
面
で
不
利
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
資
本
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。
大
企
業
は
労
働
条
作
を
引
下
げ
る
方
法
と

し
て
・
時
に
は
企
業
の
一
部
を
整
理
し
、
そ
れ
を
下
請
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
を
下
請
企
業
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
せ
る
こ
と

が
あ
る
・
ま
た
時
に
は
、
一
部
を
整
琳
し
て
第
二
会
杜
と
し
て
復
活
さ
せ
、
そ
こ
で
の
新
採
用
者
の
労
働
条
件
を
引
下
げ
る
か
、
あ

る
い
は
旦
展
．
臨
時
工
・
杜
外
工
の
比
率
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
し
て
目
的
を
達
す
る
。

　
資
本
は
利
澗
追
求
の
た
め
に
は
涙
の
な
い
冷
血
漢
で
あ
る
。
終
戦
直
後
に
お
い
て
は
、
製
鉄
産
業
と
と
も
あ
ら
ゆ
る
資
金
と
資
材

を
投
入
さ
れ
て
華
や
か
で
あ
っ
た
石
炭
産
業
も
、
今
で
は
ア
メ
リ
カ
石
汕
国
際
独
占
資
本
に
支
削
さ
れ
る
池
田
政
府
に
よ
っ
て
斜
陽

産
業
と
さ
れ
て
い
る
・
こ
の
数
年
閉
に
二
〇
〇
以
上
の
次
鉱
は
閉
鎖
さ
れ
、
次
鉱
労
例
者
は
二
五
万
か
ら
一
五
万
に
激
減
し
、
約
一

〇
万
人
が
整
理
さ
れ
た
・
そ
の
一
部
分
は
池
田
政
府
の
鳴
物
入
り
の
就
職
斡
旋
に
よ
っ
て
仕
箏
を
付
た
が
、
多
く
の
人
、
が
荒
廃
し

た
淡
住
に
取
残
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
後
の
経
済
再
延
の
た
め
献
身
し
た
彼
ら
も
、
今
で
は
賞
筑
の
巾
か
ら
脱
れ
出
る
途
さ
え
与
え
ら

れ
て
い
な
い
。

　
池
田
政
府
の
い
わ
ゆ
る
労
例
力
流
助
化
政
派
と
は
、
維
済
成
長
政
派
に
と
も
斤
う
維
沽
惟
篶
の
火
化
に
辿
応
し
て
労
例
力
の
ｗ
細

成
を
行
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
政
府
は
こ
れ
ら
の
…
越
を
介
め
労
例
閑
係
、
寸
狐
と
し
て
多
榊
の
、
丁
算
を
も
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

　
　
　
　
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
四
四
五
）
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原
則
と
し
て
は
労
働
者
た
ち
白
身
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
せ
る
の
で
あ
り
、
結
局
に
お
い
て
労
働
者
た
ち
を
独
占
資
本
に
強
制
的
に

奉
仕
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
淡
鉱
で
は
大
量
の
人
員
整
理
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
採
炭
高
は
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
機
械
化
に
よ
る
面
も
あ
る
が
、
同
時
に
労
働
強
化
や
保
安
の
軽
視
か
ら
生
じ
た
面
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

れ
は
労
働
災
害
の
増
加
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
日
本
の
労
働
者
の
低
賃
銀
は
国
際
的
に
定
評
が
あ
る
。
経
済
成
長
率
は
世
界
一
と
誇
り
な
が
ら
、
賃
金
は
ア
メ
リ
カ
の
七
分
の
一
、

お
よ
そ
メ
キ
シ
コ
な
み
に
過
ぎ
な
い
現
実
に
は
触
れ
よ
う
と
し
な
い
。
口
本
商
品
の
国
際
競
争
力
は
、
実
に
こ
の
低
賃
金
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
経
済
成
長
率
の
高
い
秘
密
も
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
労
働
者
階
級
の
犠
牲
の
上
に
成
立
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
る
に
池
田
政
府
は
「
日
本
の
賃
金
水
準
は
、
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
二
三
年
で
急
速
に
高
ま
り
、
労
働
者

の
牛
活
は
大
巾
に
改
善
さ
れ
た
」
、
「
経
済
の
急
速
な
成
長
な
く
し
て
生
活
の
向
上
は
な
い
」
と
か
述
べ
て
恥
を
知
ら
な
い
。
た
と
え

ぼ
人
事
院
に
よ
る
公
務
員
給
与
の
改
訂
は
毎
年
の
如
く
行
わ
れ
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
そ
れ
は
常
に
物
価
上
昇
の
後
で
、
し
か
も
そ
の

幾
分
か
を
是
正
す
る
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
目
を
閉
じ
て
い
る
。
し
か
も
白
民
党
は
そ
の
よ
う
な
人
事
院
さ
え
廃
止
し
て
、
賃

金
の
釘
ず
げ
を
目
ざ
す
賃
金
の
長
期
的
安
定
化
を
企
て
て
い
る
。
ま
た
職
務
給
制
を
大
巾
に
採
り
入
れ
、
労
働
者
の
身
分
的
差
別
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

よ
る
分
製
を
閑
っ
て
、
低
賃
金
を
固
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
他
方
、
こ
れ
ら
の
寮
木
攻
勢
を
受
げ
て
立
っ
労
例
者
階
級
の
組
織
と
意
識
が
閉
題
で
あ
る
。
最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
思
想
攻

勢
の
た
め
に
労
働
者
階
級
の
統
一
と
団
結
が
弱
め
ら
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
解
決
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
・

　
　
一
ユ
一
第
裏
に
ょ
れ
ぼ
、
政
府
は
労
働
潔
の
改
善
を
嚢
間
題
と
し
て
、
八
九
二
億
円
の
予
算
を
組
ん
で
い
る
ポ
か
か
わ
ら
ず
・
そ
の
運



営
が
資
本
を
中
心
と
し
て
い
る
が
た
め
に
、
労
働
者
に
は
常
に
シ
ワ
寄
せ
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
第
二
表
は
災
害
件
お

よ
び
死
亡
者
数
と
も
に
増
朋
し
、
労
働
強
化
の
進
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
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第
三
表
は
□
木
の
賃
金
が
ア
メ
リ
カ
の
七
分
の
一
、
メ
キ
シ
コ
た
み
で
あ
っ
て
白
慢
に
な
ら
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
上
昇

率
の
点
で
は
一
九
五
〇
－
六
三
年
の
閉
に
○
・
一
一
、
一
か
ら
○
・
三
八
に
約
三
倍
と
な
っ
て
い
て
大
き
い
が
、
そ
れ
は
以
前
が
悪
過
ぎ
た
こ
と
を

示
す
だ
け
で
、
や
は
り
恥
に
な
る
だ
げ
の
こ
と
で
あ
る
。

池
旧
維
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
八
味
）

一
七
（
四
四
七
）
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五
　
イ
ン
７
レ
シ
ョ
ン
政
策
と
大
衆
収
奪

　
日
本
は
一
九
三
一
年
か
ら
開
始
し
た
ア
ジ
ァ
大
陛
に
対
す
る
軍
事
侵
略
に
必
要
た
経
費
を
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
政
策
に
よ
り
労

働
者
大
衆
に
全
面
的
に
転
嫁
し
て
来
た
。
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
崩
壌
し
た
世
界
金
本
位
側
の
再
建
過
程
で
、
口
本
は
最
、
遅

れ
よ
う
や
く
金
本
位
制
に
復
帰
し
得
た
の
は
一
九
三
一
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
に
は
す
で
に
世
界
経
済
恐
慌
の
荒
れ
狂
う

中
で
あ
り
、
弱
体
な
日
本
資
本
主
義
、
そ
し
て
同
時
に
軍
国
主
義
的
日
本
資
本
主
嚢
は
、
そ
の
脱
出
口
を
満
州
侵
略
に
求
め
、
そ
れ

が
一
九
三
一
年
九
月
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
そ
れ
に
要
す
る
軍
事
費
の
捻
出
は
日
銀
券
の
増
発
以
外
に
な
く
、
す
で
に
そ
の
九
月
に
イ

ギ
リ
ス
の
金
本
位
離
脱
か
ら
す
る
圧
迫
に
も
耐
え
か
ね
て
、
金
本
位
再
建
は
二
年
を
経
ず
し
て
十
二
月
に
は
崩
壊
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
軍
事
行
動
の
拡
大
に
っ
れ
て
、
殊
に
中
因
と
の
全
面
的
衡
突
、
さ
ら
に
米
英
と
の
開
戦
に
ま
で
禿
展
し
、
そ
の
軍
事
費
の
多
く
を

口
銀
券
の
増
発
に
僕
ち
、
戦
局
の
推
移
と
と
も
に
、
通
貨
帳
脹
Ｈ
通
貨
価
倣
低
下
Ｈ
物
価
騰
黄
が
重
大
閉
題
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
閉

に
お
い
て
資
本
の
超
過
利
澗
獲
得
と
労
働
者
の
被
篶
は
測
り
知
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
敗
戦
と
な
り
、
日
本
独
占
筑
本
は
因
の
亡
び
る
の
を
い
と
わ
ず
通
貨
を
地
発
し
て
〔
己
の
利
益
を
図
っ
た
、
救
力
月
後
の
岬
六
年

一
月
に
は
六
〇
〇
億
円
と
な
り
、
貨
幣
制
度
の
危
機
と
も
な
っ
た
が
占
領
軍
は
傍
襯
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
危
機
脱
出
の
た
め
に

採
っ
た
独
占
資
本
本
位
の
通
貨
改
革
を
も
傍
観
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
や
が
て
復
典
令
融
企
庫
よ
り
す
る
イ
ソ
フ
レ
政
液
に
も
占
領

軍
は
手
を
打
た
ず
、
独
占
流
木
の
た
す
に
任
せ
た
．
イ
ン
フ
レ
政
災
に
介
人
し
始
め
た
の
は
四
九
年
の
淫
涼
九
原
川
で
あ
っ
た
が
、

朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
し
て
日
本
の
軍
事
補
給
基
地
化
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
て
、
吉
旧
故
府
の
イ
ソ
フ
レ
政
災
に
桃
力
し
た
、
こ
の



よ
う
に
し
て
、
そ
の
後
も
イ
ソ
フ
レ
政
策
は
一
暫
一
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
池
円
政
府
の
経
沽
成
艮
政
策
は
イ
ン
フ
レ
政

策
に
よ
る
大
衆
収
奪
を
一
つ
の
重
要
な
基
盤
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
数
年
来
、
日
銀
券
の
増
発
は
顕
著
で
あ
り
、
年
々
二
〇
〇
〇
億
円
な
い
し
三
〇
〇
〇
億
円
と
い
う
巨
額
の
増
発
を
続

げ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
在
の
日
銀
券
発
行
制
度
に
お
い
て
は
、
口
銀
券
の
発
行
数
量
は
準
傭
金
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
れ
は
日
銀
政
策
委
員
会
に
よ
っ
て
自
由
に
決
定
し
得
る
と
こ
ろ
の
管
理
通
貨
制
度
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
委
員
は
多

く
が
独
占
資
本
に
関
係
深
く
、
そ
の
必
要
に
よ
っ
て
通
貨
数
量
は
決
定
さ
れ
る
。
現
在
の
独
占
資
本
は
、
そ
の
国
の
い
ず
れ
を
問
わ

ず
、
通
貨
膨
脹
に
よ
る
超
過
利
潤
の
獲
得
を
必
要
と
し
、
そ
れ
を
強
く
要
求
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
が
如
何
に
通
貨
価
値
の
安

定
を
語
り
主
張
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
元
来
期
待
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の
イ
ソ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
は
単
た
る
通

貨
政
策
の
閉
題
で
は
な
く
し
て
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
に
直
面
し
て
独
占
資
本
の
採
ら
ざ
る
を
得
狂
い
も
の
と
い
う
意
味
で
、

体
制
的
な
も
の
と
し
て
把
え
ね
ぼ
な
ら
た
い
か
ら
で
あ
る
。
資
本
は
本
来
、
通
貨
価
値
の
安
定
を
要
求
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
で
は
逆
の
政
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
向
身
の
矛
盾
が
あ
り
、
そ
れ
は
彼
ら
ｎ
身
の
体
側
的
弱
さ
の
班
わ
れ

で
あ
る
。

　
現
在
、
通
貨
膨
脹
の
実
際
の
経
賂
と
し
て
は
、
赤
字
公
伐
の
〔
銚
引
受
と
い
う
古
典
的
な
形
を
採
ら
な
い
で
、
¢
口
鉄
を
巾
心
と

す
る
信
用
の
帳
脹
と
財
政
規
杖
の
拡
大
、
．
¢
政
府
保
征
依
の
准
行
州
大
、
＠
公
共
料
金
や
独
占
仙
格
の
引
上
げ
、
な
ど
を
通
じ
て
遊

み
つ
つ
あ
る
。
独
占
仙
格
の
引
上
げ
と
ア
メ
リ
カ
独
｛
資
木
と
の
閉
係
に
つ
い
て
〃
少
触
れ
て
み
れ
ぼ
、
彼
ら
は
投
資
ま
た
は
貸
付

を
行
っ
た
大
企
業
の
安
全
性
と
利
澗
州
大
の
た
め
に
、
そ
の
仙
格
引
上
げ
を
要
求
す
る
。
た
と
え
ば
、
冗
力
く
ム
杜
に
対
す
る
貸
付
条

件
と
し
て
冗
力
料
金
の
引
上
げ
を
要
求
し
た
如
く
、
わ
れ
わ
れ
の
宗
庭
生
沽
に
ま
で
脈
絆
し
た
閉
胆
と
次
っ
て
来
る
。

　
　
　
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
蕨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
四
四
九
）



　
　
　
立
命
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二
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〇
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通
貨
膨
脹
に
よ
り
物
価
は
年
々
上
昇
過
租
を
辿
り
、
特
に
小
売
物
価
指
数
は
年
々
六
％
を
下
っ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
国
民
大

衆
に
と
っ
て
、
実
に
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
一
般
大
衆
は
貯
蓄
で
き
る
よ
う
な
余
裕
あ
る
生
活
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
子
供
の
た
め
に
、
老
後
の
た
め
に
身
を
削
っ
て
貯
蓄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
銀
行
ま
た
は
郵
便
貯
金
の
金
利
は
六
％

以
下
で
あ
る
の
に
、
小
売
物
仙
の
上
昇
は
六
劣
以
上
で
あ
り
、
貨
幣
仙
位
が
六
％
以
上
も
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
国
民
大
多

数
の
零
細
貯
蓄
者
は
過
去
の
汗
の
結
品
さ
え
年
々
掘
り
く
ず
さ
れ
っ
っ
あ
る
の
で
あ
り
、
鳩
在
は
ま
た
物
伽
上
昇
と
賃
金
上
昇
の
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

額
だ
け
、
口
々
収
稚
さ
れ
っ
っ
あ
る
の
で
あ
る
。
独
占
資
本
は
二
重
に
収
奪
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
勤
労
大
衆
に
と
っ
て
、
物
仙
は
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
上
っ
て
行
く
。
賃
金
は
物
仙
が
上
り
牛
活
が
苦
し
く
な
っ
て
も
、
彼
ら

白
身
が
他
ち
上
っ
て
要
求
し
闘
争
し
な
け
れ
ぼ
上
ら
な
い
。
そ
れ
も
多
く
は
榔
分
的
に
上
る
だ
げ
で
あ
る
。
政
府
統
計
に
よ
れ
ぼ
、

物
価
も
上
っ
た
げ
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
賃
金
も
上
っ
て
、
給
局
実
貫
賃
金
が
上
り
化
沽
は
楽
に
な
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
¢
消
炊
物
仙
指
敬
と
い
っ
て
も
、
平
均
よ
り
も
大
衆
の
口
々
の
生
活
必
需
物
資
の
伽
格
が
ど
う
莇
い
て
い
る
か
。
　
貨
金
指

数
が
上
っ
た
と
い
っ
て
も
、
陪
屑
別
に
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
考
え
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
厚
生
白
薄
三
七
年
度
版
に
よ
れ
ぼ
、
月
収
二

万
円
以
下
が
六
一
岬
万
吐
柑
で
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
ま
た
東
京
郁
民
生
沽
白
書
三
七
年
度
版
に
よ
れ
ぼ
、
東
京

郁
民
の
三
〇
〇
万
人
が
生
活
保
護
此
帯
水
準
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ぼ
、
物
伽
上
昇
が
如
呵
に
深
刻
た
彬
響
を
与
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
と
か
、
池
旧
政
策
は
罪
忠
で
あ
る
と
さ
え
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
池
旧
前
杣
は
、
イ
ソ
フ
レ
が
迷
み
物
伽
が
上
外
し
続
げ
る
の
は
、
労
働
者
が
賃
上
げ
嬰
求
を
す
る
か
ら
で
あ
る
と
峻
々
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
な
貞
任
を
労
例
考
階
級
に
伝
嫁
す
る
よ
う
な
迷
流
は
閉
違
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
馬
雌
げ
て
お
り
、
労
働
者
階
級
に
は

一
切
迦
川
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
迷
論
し
か
出
て
米
な
い
と
こ
ろ
に
、
イ
ソ
フ
レ
の
体
捌
的
性
格
を
知
る
必
要
が
あ
り
、



解
決
策
を
考
え
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
（
１
）
　
第
一
表
は
、
年
々
急
漱
に
通
貨
膨
脹
が
迷
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
財
政
規
模
、
日
銀
貸
出
金
、
全
国
銀
行
伐
出
金
と
密
接
な
関
係
を
も

　
　
　
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
衣
は
、
政
府
統
計
に
よ
っ
て
さ
え
、
前
年
に
比
べ
て
六
一
年
は
六
・
三
ポ
イ
ソ
ト
、
六
二
年
は
七
．
ニ

　
　
　
ポ
イ
ソ
ト
、
六
三
年
は
七
・
五
ポ
イ
ソ
ト
と
大
巾
に
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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）
　
第
三
表
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ナ
ス
そ
の
他
を
含
め
て
月
平
均
三
万
三
〇
〇
〇
円
ほ
ど
の
以
下
の
人
々
が
約
六
二
弓
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
月

　
平
均
四
万
円
以
下
の
人
々
が
七
四
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
生
活
が
楽
と
は
ど
う
し
て
も
い
え
な
い
。
賃
上
げ
要
求
せ
ざ
る
を
得
た
い
。

池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）

二
一
　
（
四
五
一
）



立
命
館
経
済
学
（
策
十
三
巻
・
箪
五
号
）

二
二
　
（
四
五
二
）

六
　
国
民
生
活
に
与
え
る
圧
迫
と
障
害

　
池
田
経
済
成
長
政
策
は
、
す
で
に
述
べ
た
労
働
者
に
対
す
る
合
理
化
攻
勢
、
イ
ソ
フ
レ
に
よ
る
大
衆
収
奪
、
後
で
述
べ
る
農
民
や

中
小
零
細
企
業
者
に
対
す
る
圧
迫
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
一
般
国
民
の
生
活
に
『
迫
と
障
害
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

口
で
は
如
何
に
立
派
な
こ
と
を
語
ろ
う
と
も
、
そ
の
本
質
が
米
口
独
占
資
本
の
拡
大
強
化
を
考
え
る
だ
げ
で
、
国
民
の
こ
と
は
少
し

も
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
　
「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」
と
い
う
言
葉
が
図
ら
ず
も
出
て
来

る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
す
べ
て
が
象
微
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
す
な
わ
ち
、
独
占
資
本
が
経
済
成
長
此
策
に
よ
っ
て
巨
大
な
設
備
を
拡
張
し
尤
大
な
利
潤
を
手
に
入
れ
て
い
る
反
面
に
お
い
て
、

実
は
そ
の
こ
と
白
体
か
ら
生
ず
る
被
害
は
す
べ
て
国
民
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
都
市
に
お
げ
る
煤
塵
峰
下
量
は
欧
米
消

都
市
の
平
均
量
を
逢
か
に
越
え
て
い
る
。
化
学
工
業
の
煙
突
お
よ
び
ｎ
動
車
の
排
出
す
る
有
毒
ガ
ス
は
許
容
景
を
逢
か
に
越
え
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
民
の
健
康
が
日
々
触
ぼ
ま
れ
て
い
る
状
態
の
中
で
、
　
「
お
い
し
い
空
気
が
吸
い
た
い
」
と
い
う
声
を
真
剣

に
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
経
済
発
展
の
根
源
は
岡
民
の
生
活
の
向
上
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
旧
民
の
生
活
に
陳
害
を
与
え
る
径
沽

発
展
と
は
元
来
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
塊
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
池
旧
経
済
成
長
政
策
な
の
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
〔
身
が
口
口
そ
の
中
で
生
沽
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
原
囚
は
経
済
が
費
本
に
よ
っ
て
支
舵
さ
れ
、
貨
本

は
利
澗
追
求
を
苧
上
命
令
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
杜
会
体
捌
に
あ
る
眼
り
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
黙

っ
て
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
理
山
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
不
当
を
鳴
ら
し
、
そ
の
よ
う
な
政
沽
を
倣
吹
的
に
北
判
し
、
そ
の
よ



う
た
杜
会
体
制
を
改
変
す
る
こ
と
に
袴
力
が
払
わ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
東
京
．
大
阪
．
尼
崎
な
ど
で
は
、
大
工
場
や
ビ
ル
の
建
設
に
よ
る
地
下
水
の
汲
上
げ
過
剰
が
地
盤
沈
下
を
・
、
た
ら
し
て
い
る
。
海

面
下
地
域
の
人
々
は
台
風
そ
の
他
に
よ
る
浸
水
の
危
険
に
絶
え
ず
さ
ら
さ
れ
て
い
る
ｃ
そ
の
根
木
策
を
樹
て
な
い
で
、
防
潮
堤
の
構

築
の
み
を
考
え
・
土
建
業
者
に
は
巨
額
の
利
潤
を
与
え
な
が
ら
、
そ
の
費
用
を
被
害
者
の
税
負
担
に
依
存
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
国

民
の
犠
牲
は
少
し
も
顧
み
ず
、
た
だ
た
だ
資
本
の
利
潤
追
求
に
の
み
奉
仕
す
る
政
治
な
の
で
あ
る
。

　
浸
水
の
危
険
と
は
逆
に
大
都
市
で
は
飲
料
水
不
足
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
あ
る
。
代
表
的
た
東
京
の
例
で
は
、
人
口
の
過
度
集
中

に
対
し
て
政
策
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
放
任
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
処
理
す
る
政
策
も
な
い
。
暑
い
夏
に
水
不
足
の
た
め
に
砂

煙
・
入
浴
の
不
白
由
ど
こ
ろ
か
飲
料
水
さ
え
不
十
分
と
あ
っ
て
は
問
題
に
さ
え
な
ら
な
い
。
下
水
処
理
の
不
十
分
さ
も
同
様
で
あ
る
。

道
路
の
改
修
を
先
越
す
白
動
車
の
汎
濫
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
交
通
地
獄
、
交
通
事
故
死
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。
無
事
故
で
あ
る

こ
と
が
珍
ら
し
く
新
聞
に
報
道
さ
れ
る
有
様
で
あ
る
。
最
近
で
は
自
動
車
事
故
死
が
鉄
道
事
故
死
を
追
越
し
て
し
ま
っ
た
が
、
鉄
道

事
故
も
増
加
す
る
一
方
で
、
そ
の
原
因
は
輸
送
限
度
を
越
え
た
強
行
運
転
に
あ
る
。
二
分
な
い
し
三
分
問
お
き
に
頻
発
す
る
列
車
、

ド
ァ
の
閉
ぢ
な
い
ほ
ど
満
載
す
る
列
車
に
無
事
故
を
要
求
す
る
こ
と
白
体
無
理
で
あ
る
。
自
動
車
事
故
も
鉄
道
事
故
も
、
そ
の
根
本

原
因
に
ま
で
遡
れ
ば
・
資
本
に
利
潤
を
多
く
与
え
よ
う
と
す
る
政
策
、
池
田
経
済
成
長
政
策
の
木
賃
に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
戦
時
中
の
強
制
疎
開
や
戦
災
に
よ
り
、
甚
だ
し
い
住
宅
難
に
直
面
し
た
。
そ
れ
は
戦
後
十
九
年
を
経
た
今
口
に
お
い
て
す
ら
解
消

さ
れ
て
い
な
い
・
だ
か
ら
、
低
額
所
得
者
は
高
い
家
賃
・
敷
金
・
権
利
金
に
悩
ま
さ
れ
、
狭
い
住
居
に
雑
居
し
て
い
る
。
月
収
の
二

〇
１
三
〇
％
を
家
賃
に
払
っ
て
い
る
日
本
の
現
状
と
二
％
が
普
通
と
い
う
中
国
と
を
比
較
し
よ
う
と
は
忠
わ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て

も
状
況
は
悪
過
ぎ
る
。

　
　
　
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
四
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
士
二
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
四
五
四
）

　
中
国
な
ど
の
杜
会
主
義
国
で
は
、
工
場
建
設
の
前
あ
る
い
は
同
時
に
労
働
者
住
宅
の
建
設
に
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
杜
会

体
制
の
相
違
と
し
て
も
、
政
府
の
住
宅
政
策
の
貧
困
と
い
う
か
、
独
占
資
本
に
設
備
投
資
を
奨
励
す
る
げ
れ
ど
も
住
宅
問
題
の
解
決

と
い
う
国
民
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
に
は
熱
意
を
示
さ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
経
済
成
長
政
策
の
独
占
資
本
的
屹
格
か
ら
す
る
当
然
の

結
果
で
は
あ
る
が
。

　
池
田
政
府
は
「
杜
会
保
障
の
拡
充
」
と
か
「
福
祉
国
家
の
建
設
」
を
経
済
成
長
政
策
推
進
に
当
っ
て
調
歌
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
米
日
独
占
資
本
を
強
化
し
、
ア
ジ
ア
侵
略
の
経
済
的
基
盤
を
築
き
上
げ
よ
う
と
夢
み
て
い
る
経
済
成
長
政
策
と
両
立
し
得
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
無
用
で
な
い
ま
で
も
高
価
に
っ
き
過
ぎ
る
。

　
鳴
物
入
り
の
山
灰
鉱
灘
職
者
対
策
も
不
徹
底
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
失
対
事
業
は
打
切
ら
れ
た
。
生
活
保
護
基
準
を
二
二
％
引

上
げ
１
る
と
い
い
な
が
ら
、
生
活
保
護
世
帯
は
増
加
す
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
口
実
を
設
け
て
減
ら
そ
う
と
す
る
。
し
か
も
生
活

保
護
基
準
に
よ
る
金
額
は
最
低
生
活
さ
え
保
証
し
な
い
低
額
で
あ
る
。
そ
の
秘
密
は
、
そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
杜
会
保
証
給
付
の
基
準
と

し
、
そ
れ
を
低
賃
金
政
策
実
施
の
テ
コ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
失
業
保
険
の
僅
か
な
が
ら
の
改
善
を
早
速
に
首
切
り
と
合
理
化
の
逃
げ
口
上
に
利
用
し
た
り
、
医
療
保
険
は
保
険
料
の
引
上
げ
、

再
診
料
の
新
設
な
ど
に
よ
っ
て
狙
担
を
増
加
さ
せ
た
。
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
掛
金
を
引
上
げ
て
角
担
を
重
く
し
た
だ
け
で

な
く
、
そ
の
尤
大
な
資
金
を
財
政
投
融
資
と
し
て
独
占
筑
本
に
奉
仕
す
る
こ
と
は
忘
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
児
童
禍
祉
施
設
．
身

体
陳
害
者
祢
祉
施
設
．
養
老
院
・
母
子
寮
施
設
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
不
十
分
な
も
の
ぼ
か
り
、
こ
れ
で
福
祉
同
家
の
建
設

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
し
え
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
杜
会
福
祉
関
係
費
の
蛸
瓠
に
よ
っ
て
納
得
し
得
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　
要
す
る
に
、
賓
木
主
義
杜
会
に
お
け
る
杜
会
福
祉
は
、
原
則
的
に
は
資
本
の
利
澗
追
求
に
と
っ
て
マ
ィ
ナ
ス
で
あ
り
、
た
だ
国
民



大
衆
の
抵
抗
を
少
し
で
も
緩
和
し
、
利
潤
の
追
求
に
支
障
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
こ
に
限
界
が
お
か
れ
て
い
る
。

な
く
し
て
、
そ
れ
の
拡
充
を
望
む
こ
と
は
、
あ
た
か
も
木
に
よ
っ
て
魚
を
求
め
る
に
等
し
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

費係関障保会杜¢

、

隷
狐
舳
閉
醐
舳

６
８

年
百
Ｌ
７
，
０
，
２
，
９
，
８
．
９
　
　
３
　
　
０
６
５
　
　
７

６
，

４
６

０
３

１

４

「
　
■
　
１

，
　
一
「
■
－
…
－

－
－
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
１
ｉ
　
　
　
　
ｔ

鴉
狐
〃
捌
舳
搬

■
－
－
　
１
５

’

年

２
２

０
６

百
０
，
Ｌ
Ｌ
９
，
２
，
７
．
５
　
　
１
　
　
４
２
４
　
　
ユ

，

９
１

２
９

１

費
他
費
費
費
費
生
費

ユ
祉
険
金
策
榊

〕

保
護
福
保
年
対
精
策

計

活
鍬
会
会
民
業
か

生
児
社
杜
国
失
結
対

山書白済ゐ〔（

国
民
の
叫
び

（
１
）
　
杜
会
保
障
関
係
費
は
一
九
六
〇
年
か
ら
六
四
年
の
間
に
二
倍
以
上
と
な
っ
た
。

　
項
目
別
の
増
加
率
は
相
違
し
て
い
る
が
、
総
額
と
し
て
二
借
以
上
と
な
っ
た
こ
と

　
だ
け
で
満
足
し
得
た
い
。
そ
の
問
に
独
占
資
本
の
支
配
力
が
ど
れ
だ
け
強
化
さ
れ

　
た
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
大
衆
の
生
活
が
ど
れ
だ
け
筑
窮
に
陥
れ
ら
れ
た
か
を

　
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

七
　
財
政
膨
脹
い
従
属
的
軍
国
主
義
化
と
重
税
圧
迫

り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
結
果
は
、
口
本
の
従
属
的
軍
国
主
義
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
り

方
、
そ
の
尤
大
な
財
政
収
入
は
因
民
大
衆
に
対
す
る
戦
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
重
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
因
民
生
活
を
大
き
く
圧

　
　
　
　
（
１
）

迫
し
て
い
る
。

　
一
九
六
三
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
に
っ
い
て
み
れ
ぼ
、
そ
の
八
○
・
九
％
が
租
税
お
よ
び
印
紙
収
入
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
九
七

・
四
％
は
租
税
収
入
で
あ
る
。
そ
の
租
税
負
机
が
板
め
て
不
公
平
な
大
衆
課
税
と
な
っ
て
い
て
、
低
徽
所
得
老
屑
に
不
利
と
な
っ
て

い
る
。
戦
後
は
戦
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
課
税
対
象
者
が
激
坤
し
て
い
る
。
そ
れ
を
比
校
す
る
た
め
に
、
戦
前
を
戦
後
の
貨

絆
伽
代
に
換
算
し
て
み
る
と
、
戦
前
で
は
五
五
万
円
以
上
の
所
得
者
だ
け
が
課
税
対
象
と
な
っ
た
に
逃
ぎ
な
い
の
で
、
そ
の
総
数
は

　
　
　
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
四
五
五
）

　
最
近
の
財
政
は
、
年
々
飛
躍
的
に
膨
脹
し
っ
っ
あ
る
。
そ
の
財
政
支
出
は
、

米
口
独
占
資
本
の
要
求
す
る
経
済
成
長
政
策
を
資
金
的
に
支
え
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
反
民
族
的
反
人
民
的
な
も
の
で
あ
る
。
他



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
四
五
六
）

六
〇
万
人
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
た
め
に
所
得
税
を
納
め
る
こ
と
が
一
種
の
誇
り
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
一
五
万
円
以
上

の
所
得
者
が
課
税
対
象
と
な
り
、
そ
の
総
数
は
一
八
○
○
万
人
に
も
達
し
、
誇
り
に
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
重
圧
だ
け
し
か
感
じ
て
い

な
い
。

　
そ
の
他
、
大
衆
課
税
的
性
格
の
現
わ
れ
と
し
て
は
、
¢
問
接
税
が
税
収
の
四
三
・
二
％
も
占
め
て
お
り
、
問
接
税
が
大
衆
課
税
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
源
泉
課
税
と
し
て
の
勤
労
所
得
税
が
配
当
金
な
ら
び
に
利
子
課
税
よ
り
も
厳
し
い
。

　
中
小
企
業
お
よ
び
零
細
企
業
に
対
し
て
は
、
大
企
業
に
対
す
る
よ
り
も
課
税
評
価
が
厳
し
い
。
＠
大
企
業
に
対
し
て
は
免
税
措
置

が
多
い
し
、
ま
た
脱
税
の
機
会
が
多
い
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
尤
大
な
財
政
の
重
圧
を
受
け
て
い
る
の
は
因
民
大
衆
で

あ
る
と
い
え
る
。

　
所
得
税
の
税
率
引
下
げ
が
毎
年
の
如
く
い
わ
れ
、
実
施
さ
れ
て
来
た
が
、
イ
ソ
フ
レ
に
よ
る
物
価
騰
貴
、
そ
れ
よ
り
後
れ
た
給
与

水
準
の
上
昇
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
滅
税
措
置
が
後
れ
る
た
め
に
、
絶
対
額
と
し
て
は
増
税
と
な
り
勝
ち
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
は

極
め
て
薄
い
。
減
税
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
々
税
収
の
自
然
増
収
が
あ
る
の
は
、
こ
こ
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
り
、
財
政
当
局
は

計
算
ず
み
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
大
衆
課
税
で
国
民
大
衆
に
重
圧
を
か
げ
て
い
る
反
面
に
お
い
て
、
日
米
安
保
条
約
・
行
政
脇
定

・
日
米
租
税
条
約
な
ど
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
資
本
や
米
軍
家
族
に
特
別
な
免
税
披
置
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
不
公
平
な
措
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
し
て
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
。

　
次
は
財
政
支
出
に
っ
い
て
、
ま
ず
防
衛
費
を
検
討
し
よ
う
。
防
衛
費
の
占
め
る
比
率
が
戦
前
に
比
し
て
省
し
く
少
な
い
の
は
、
平

和
憲
法
の
上
に
立
つ
口
］
本
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
そ
れ
が
年
々
の
如
く
に
蛸
額
の
一
途
を
辿
り
、
六
四
年
は

二
七
五
〇
億
円
に
増
大
し
た
。
こ
の
防
衛
関
係
費
に
継
続
黄
・
旧
軍
人
恩
給
費
そ
の
他
を
合
計
す
れ
ぼ
五
〇
〇
〇
億
円
を
越
え
る
と



い
わ
れ
る
・
そ
れ
と
同
時
に
、
口
本
に
対
す
る
ア
メ
リ
ヵ
の
軍
事
援
助
が
、
ア
メ
リ
ヵ
の
事
情
に
よ
り
日
収
近
は
急
激
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
こ
の
よ
う
に
年
々
棚
加
す
る
防
衛
閑
係
賀
の
う
ち
、
人
件
費
の
坤
加
は
人
件
費
の
革
仙
棚
と
と
も
に
人
、
貝
珊
に
閑
係
が
あ
る
。
物

件
荻
の
う
ち
軍
需
品
の
調
達
費
支
出
に
は
兵
器
の
因
膿
化
１
１
軍
需
産
業
の
育
成
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
外
に
ア
メ
リ
カ
軍
の

特
需
赤
わ
る
わ
げ
で
あ
る
か
ら
、
軍
需
産
業
へ
の
発
註
筑
在
で
為
当
芙
な
霜
と
な
り
、
年
、
一
〇
〇
〇
億
円
を
越
え
る

と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は
大
企
業
に
向
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
と
密
接
な
閑
廉
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

る
か
ら
、
従
属
化
Ｈ
独
占
化
１
１
軍
事
化
の
結
合
関
係
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。

　
公
共
事
業
薮
に
っ
い
て
見
れ
ぼ
、
六
三
年
度
の
そ
れ
は
五
二
二
四
億
円
に
達
し
、
そ
の
う
ち
道
路
整
嚇
費
が
二
二
五
〇
億
円
で
あ

っ
た
・
そ
の
外
に
、
地
方
直
轄
専
業
・
補
助
事
業
の
三
五
二
四
億
円
、
財
投
産
業
基
盤
整
備
費
の
三
七
二
〇
慮
円
な
ど
を
含
め
る
と
、

公
共
事
茉
費
は
一
兆
億
円
を
越
え
る
巨
額
に
上
る
。
だ
か
ら
、
全
国
い
た
る
所
で
公
共
事
業
関
係
の
土
木
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

道
略
．
鉄
道
．
港
湾
・
建
物
の
殖
設
は
一
般
国
民
に
全
く
不
用
の
も
の
と
い
う
の
で
は
た
く
、
そ
れ
が
真
に
同
民
的
立
場
で
計
画
さ

れ
実
一
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
大
土
木
工
箏
に
は
腐
敗
と
汚
職
が
っ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
摘
発
さ
れ
な
が
ら
も
次
か
ら
次
へ
と
汚
職
の
跡
は
絶
え
な
い
。
し

か
も
摘
発
の
多
く
は
下
級
官
僚
に
止
ま
り
、
国
民
の
疑
惑
は
常
識
的
に
な
っ
て
い
な
が
ら
上
層
に
至
る
と
立
ち
消
え
と
な
る
の
が
椎
、

逝
で
あ
る
。
寮
本
主
義
杜
会
は
そ
の
よ
う
な
仕
組
に
－
な
っ
て
い
る
と
い
え
ぼ
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
腐
敗
は
や
が
て
清
掃
の
時
機
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
こ
と
も
必
至
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
巨
額
の
利
益
が
土
建
茱
者
に
入
り
、
そ
の
う
ち
の
ど
れ
ほ

ど
が
腐
敗
の
根
淑
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
巨
大
雄
設
四
杜
だ
げ
の
利
益
金
が
昨
年
度
は
一
〇
五
憾
円
に
上
っ
た
と
い
わ
れ
て

　
　
　
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
四
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
五
号
）

い
る
。
そ
れ
が
重
税
の
行
く
え
の
一
部
で
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
問
題
は
簡
単
で
は
な
い
。

二
八
　
（
四
五
八
）

（
１
）
第
一
表
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
地
方
会
計
は
重
複
関
係
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
合
計
額
だ
げ
財
政
膨
脹
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ

　
ぞ
れ
年
カ
の
金
額
増
は
財
政
膨
脹
の
急
激
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
表
で
は
地
方
税
負
担
増
率
よ
り
も
国
税
負
担
増
率
が
急
激
で
あ
っ
た

　
こ
と
、
合
計
と
し
て
み
れ
ば
、
税
魚
担
が
戦
前
の
ほ
と
ん
ど
倍
近
く
に
た
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

況状脹膨の政財Ｏ
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税
税
税
税
税
計

泉
告
計

由
、
７

Ｌ
」
、

人

品

」
ユ
ノ

源
申

発

他の

所
得
税

法
酒
揮
物
関
そ

（
２
）
　
減
税
し
て
税
率
を
下
げ
た
り
基
礎
椛
除
額
を
引
上
げ
た
と
し
て
も
、
一
方
に
お
い
て
、
そ
れ
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
以
上
に
所
得
棚
が
珊
加
し

　
価
格
が
上
昇
す
る
の
で
、
結
帰
に
お
い
て
税
収
緬
は
蛸
大
す
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
時
に
お
け
る
一
っ
、
の
カ
ラ
ク

　
リ
で
あ
り
、
大
朱
に
対
す
る
偽
腕
で
も
あ
る
。

（
３
）
　
第
四
夫
は
防
術
孜
が
平
和
憲
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
〇
〇
〇
億
円
を
越
え
る
に
至
っ
て
い
る
内
訳
で
あ
る
。
第
五
衣
は
防
術
庁
に
対
す
る

　
軍
恢
。
川
納
入
状
況
↑
あ
る
が
、
大
資
木
ば
か
り
が
並
ん
で
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
品
目
別
に
い
え
ば
、
航
牢
機
閉
係
一
七
〇
億
円
、
輸
入
Ｍ
Ｓ
Ａ

　
五
四
億
円
、
燃
料
一
〇
〇
億
円
、
船
榊
八
七
億
円
、
通
信
七
八
倣
円
、
そ
の
他
共
計
八
二
六
億
円
（
六
三
八
一
作
）
で
あ
る
。
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へ
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玄
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月
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関
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衛
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口
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１
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一ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

破
肥
鵬
鴉
２
・
〃
比
茄
乃
Ｈ
旭
ｕ
ｎ
１
・
１
・
・
・
　
…
山

工
磨
機
工
機
気
事
船
工
油
工
船
機
滴
ル
タ
芝
忠
油
事

サ
恥
々
凪
商
造
頂
石
重
造
篶
工
｝
藤
石
商

三
川
菱
崎
崎
本
友
井
貰
本
士
菱
本
一
　
ツ
ダ
　
　
善
菱

新
石
三
川
川
日
住
三
浦
日
富
三
日
モ
シ
エ
ン
東
伊
丸
三

ソ
ク

部本施実連周
一
”庁

い
何

’
ｆ

防（

　
　
　
　
　
　
　
八
　
農
業
危
機
と
独
占
資
本

　
米
日
独
占
資
本
に
依
拠
す
る
池
円
政
府
の
農
業
政
策
か
ら
、
農
民
の
立
場
を
噂
重
し
、
農
民
の
苫
し
み
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
政

策
が
生
れ
で
る
筈
が
た
い
。
結
局
に
お
い
て
、
そ
れ
は
一
方
に
お
い
て
は
農
茱
機
械
や
化
学
肥
料
な
ど
独
占
質
本
の
商
品
の
版
売
市

場
を
拡
大
し
て
利
澗
の
増
大
を
凶
る
こ
と
、
他
ガ
に
お
い
て
は
そ
れ
に
よ
っ
て
農
民
の
離
農
を
強
要
し
、
彼
ら
を
独
占
資
本
の
低
賃

銀
労
働
者
に
再
編
成
し
収
雀
の
対
象
に
し
よ
う
と
企
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
池
旧
ｎ
氏
党
政
府
の
雌
茱
基
本
法
こ
そ
正
に
そ
れ
で
あ

る
。

　
農
茱
基
、
本
法
は
〕
本
農
茱
の
近
代
化
・
八
い
〃
化
・
機
械
化
を
淋
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
一
一
一
一
見
茱
は
美
し
く
立
派
で
あ
る
げ
れ

ど
も
、
…
魑
は
彼
ら
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
遊
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
あ

る
。
池
旧
政
府
は
独
占
資
、
本
の
立
場
で
、
農
民
に
は
た
だ
幻
想
を
い
だ
か
せ
な
が
ら
、
実
際
に
は
農
＾
を
低
賃
金
労
働
者
化
し
よ
う

　
　
　
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
四
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
四
六
〇
）

と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
現
在
の
日
本
農
業
は
農
地
解
放
に
よ
っ
て
戦
前
に
お
け
る
よ
う
な
地
主
の
制
圧
か
ら
脱
れ
る
こ
と
は
で
き
た
。
小
作

人
は
土
地
を
手
に
し
得
た
と
し
て
も
、
大
部
分
の
噛
辰
家
は
一
町
歩
以
下
の
零
細
経
営
農
家
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
零
細
農
家
が

機
械
化
の
声
に
お
ど
ら
さ
れ
て
機
械
を
購
入
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
籔
金
を
ど
う
す
る
か
、
殊
に
問
題
は
機
械
の
非
効
率
的
な
こ
と

で
あ
る
。
過
小
経
営
で
は
作
業
日
数
は
極
め
て
帳
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
た
と
え
共
同
購
入
と
し
て
も
年
問
フ
ル
運
転
は
あ
り

得
ず
効
率
は
小
さ
い
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
も
経
営
原
則
に
は
合
致
し
な
い
Ｃ
も
っ
と
も
農
業
基
本
法
で
も
農
業
の
近
代
化
・
合
理

化
．
機
械
化
の
た
め
に
は
経
営
面
積
十
町
歩
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
十
分
の
九
と
い
う
大
剖
分
の
農
家
は
農
村
に
留
ま

り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
政
府
は
成
長
政
策
に
必
要
な
低
賃
銀
労
働
者
の
供
給
源
を
こ
こ
に
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
の
転
換
過
程
の
危
険
と
不
安
を
す
べ
て
畏
民
の
負
担
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
畏
民
の
立
場
で
な
く
、
独
占
資

本
の
経
済
成
艮
政
策
に
従
属
し
た
農
業
基
本
法
で
あ
る
こ
と
は
閉
ら
か
で
あ
る
。

　
池
田
政
府
が
進
め
て
来
た
貿
易
の
〔
山
化
の
竹
威
は
畏
陸
物
に
対
し
て
も
押
し
術
せ
、
畏
村
に
重
大
な
打
撃
を
与
え
始
め
て
い
る
。

一
九
五
八
年
に
三
三
％
で
あ
っ
た
ｎ
巾
化
率
は
一
九
六
四
年
に
は
七
二
劣
に
拡
大
し
た
。
か
く
し
て
岡
内
消
炊
に
上
］
め
る
輪
入
雅
陸

物
の
比
煎
は
一
、
ｎ
ま
っ
て
来
た
。
し
か
も
、
そ
の
大
淋
分
は
ア
メ
リ
ヵ
余
剰
於
庇
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輪
入
総
徽
の
う
ち
小
麦

六
〇
％
、
大
亙
七
五
％
、
と
う
も
ろ
こ
し
九
四
％
、
牛
乳
岬
岬
％
を
占
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
篶
民
の
保
確
の
納
呆
と
し
て
の
ア
メ

リ
カ
余
剰
畏
唯
物
の
大
批
的
流
人
に
よ
っ
て
、
ｎ
木
の
舳
バ
比
が
、
特
に
巾
・
貧
火
州
が
大
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
黙
視
す
る
わ
げ
に
い
か
な
い
。

　
□
木
舳
反
業
の
打
撃
は
、
そ
の
生
床
桁
倣
の
挑
移
の
上
に
示
さ
れ
て
い
る
、
米
の
小
水
は
停
淋
し
、
麦
知
の
如
き
は
炊
年
…
に
約
三



分
の
一
に
激
減
し
て
い
る
Ｃ
雑
穀
・
豆
類
・
い
も
類
も
同
様
に
減
産
の
傾
向
に
あ
る
。
目
本
豊
業
は
食
糧
生
産
の
面
か
ら
見
た
だ
け

で
も
危
機
に
あ
る
。

　
池
田
政
府
は
農
業
振
興
策
の
一
っ
と
し
て
有
畜
農
業
・
酪
農
経
営
を
奨
励
し
た
。
正
直
な
農
民
た
ち
が
酪
農
経
営
を
始
め
た
と
こ

ろ
・
一
方
で
は
巨
大
乳
業
会
杜
の
原
乳
買
取
価
格
引
下
げ
の
圧
迫
、
他
方
で
は
ア
メ
リ
ヵ
乳
製
口
叩
輸
入
と
い
う
圧
迫
に
挾
撃
さ
れ
て
、

乳
価
は
低
下
し
て
飼
料
費
に
も
追
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
農
家
副
業
と
し
て
奨
励
さ
れ
た
養
鶏
も
、
ア
メ
リ
カ
の

種
鶏
．
鶏
肉
の
輸
入
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
蒙
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
で
は
政
府
の
い
う
こ
と
を
真
面
目
に
聞
け
ば
損
を
す
る
、

と
い
う
の
が
農
民
た
ち
の
偽
り
な
い
声
で
あ
る
と
い
う
。

　
か
く
し
て
、
農
民
た
ち
は
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
土
地
に
愛
着
を
感
じ
な
が
ら
も
先
祖
代
々
の
農
村
を
離
れ
て
都
会
に
集
中
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
離
農
現
象
は
巨
大
な
人
口
移
動
と
な
り
、
一
九
五
九
－
六
二
年
の
三
年
問
に
二
五
〇
万
人
に

達
し
て
い
る
・
そ
の
結
果
、
鹿
業
別
就
業
人
口
構
成
は
大
き
く
変
化
し
た
。
戦
前
の
一
九
三
〇
年
に
は
農
業
が
四
七
．
五
％
で
あ
っ

た
が
・
一
応
そ
れ
を
別
と
し
て
も
、
一
九
五
五
年
で
圭
二
九
・
二
％
で
あ
っ
た
農
林
業
従
事
者
が
、
一
九
六
二
年
に
は
二
八
．
八
％

に
激
減
し
て
い
る
。
し
か
も
都
会
に
出
る
の
は
青
少
年
が
多
い
の
で
、
今
や
農
村
は
老
人
と
婦
人
と
子
供
だ
け
の
も
の
に
な
ろ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

し
て
い
る
。
こ
れ
で
日
本
農
業
の
振
興
が
あ
り
得
な
い
こ
と
は
、
何
人
の
眼
に
も
閉
ら
か
で
あ
る
、

　
最
後
に
、
米
価
問
題
の
重
要
性
、
殊
に
池
田
政
府
の
偽
蜥
性
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
農
民
の
主
生
産
物
が
米
で
あ
る
か
ら
、
米
価

が
如
何
に
決
め
ら
れ
る
か
は
農
民
に
と
っ
て
最
重
要
閉
題
で
あ
る
。
こ
の
米
価
が
、
従
来
も
班
在
も
採
算
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、

米
価
の
引
上
げ
要
求
は
農
民
に
共
通
す
る
永
年
の
懸
案
で
あ
る
。
し
か
る
に
米
…
決
定
に
光
っ
て
は
科
学
的
偽
装
を
こ
ら
し
、
ま
た

農
民
の
引
上
げ
要
求
に
対
し
て
は
、
政
府
は
常
に
都
市
生
活
者
の
倹
生
活
に
閑
す
る
死
沽
…
胆
と
し
て
対
置
し
、
あ
た
か
も
政
府
は

　
　
　
池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
四
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
策
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
四
六
二
）

農
民
と
労
働
者
の
中
問
に
公
平
な
裁
定
者
で
あ
る
か
の
如
き
態
度
を
採
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
農
民
と
労
働
者
と
は
米
価
を
め
ぐ
っ
て
利
害
対
立
し
、
農
民
の
米
価
引
上
げ
要
求
に
は
労
働
者
が
反
対
し
、
そ

れ
が
影
響
し
て
労
働
者
の
賃
上
げ
要
求
に
は
農
民
は
心
よ
く
思
わ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
池
田
政
府
の
偽
席
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
彼
ら
の
真
意
は
労
働
者
を
低
賃
金
で
収
奪
す
る
た
め
に
は
低
米
価
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
偽
嚇
に
よ
っ
て

両
者
を
操
り
利
益
を
得
て
い
る
の
は
独
占
資
本
だ
げ
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
策
一
表
は
食
糧
生
産
の
停
滞
、
特
に
麦
類
は
三
分
の
一
以
下
に
な
つ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
に
従
属

　
　
し
た
農
産
物
の
自
由
化
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
の
流
入
と
独
占
資
本
の
低
賃
銀
労
働
者
を
要
求
す
る
農
業
基
本
法
の
結
論
で
あ
る
。

　
（
２
）
　
第
三
表
で
は
一
九
五
八
－
六
二
年
の
離
村
者
が
三
五
〇
万
人
で
あ
り
、
特
に
十
九
才
以
下
が
多
い
が
世
帯
主
さ
え
四
・
四
％
を
占
め
て
い

　
　
る
こ
と
に
注
目
。
第
三
表
は
戦
前
の
総
人
口
の
約
半
数
は
農
村
人
口
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
三
分
の
一
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
四
表

　
　
　
　
　
０
　
１
　
０
．
到

類もし

０
・

０１

阯
鮒

１

鮒

　
　
　
０
　
２
　
ユ
　
ー

　
類
　
０
・
７
・
２
．
３
・

況
豆
１
０
９
８
８

状
　
　
　
Ｏ
ｌ
４
８

産
穀
　
０
・
ユ
Ｏ
．
１

生
一
雑
　
１
０
７
６
６

の
Ｔ

て
．
Ｈ
Ｈ

村食¢
一
１
、

猛左米

Ｏ
■

Ｏ０１

５

５
一

９

６

４
・

６

１

８
・

２

０
　
６
　
６
　
０

０
・
６
・
Ｌ
０
・

０
　
９
　
０
　
０

１
↓
　
　
　
　
１
■
　
１
↓

）版
況

年
状

６
４
村

１
９
離

■
　
の

書白
眠

済
漁

経
農

げ　
　

年
牛
年
年

０
　
１
　
２
　
３

’
Ｏ
　
（
Ｏ
　
（
Ｏ
　
（
０

９１

ち
主
秋
１
２

』

２

８

８

５

５

４

帯

２

２

４

４

５

■

！

４

う
叱
ｉ

）

、
私
ｕ

８１

才
上

３

Ｏ

４

３

１

９

２

３

５

５

７

９

３
５
以

１

４

５６

』

９

秋
ｍ

３

９

１

９

３

５

才
下

６

８

１

２

９

９

１

ユ

１

２

１

３
４
以

８

５２

タ
、ノ

秋
獅
捌
螂
蜥
舳
蜘
洲

カ

才
下

ア

１
９
以

，

６

「

２

－
－
ｉ
一
－

１

廿
一

秋
卿

Ｏ

７

２

６

Ｏ

４

Ｏ

６

７

Ｏ

育

一
…
．
ｎ

６

７

７

８

５

Ｏ

合

Ｏ

林

，

３

１

挫（

■

！
　
「
　
…

年
年
年
年
年

８

９

Ｏ

１

２

ト

５

５

６

６

６
巳
訂

９１

１
　
　
　
　
■
－
１
『

　
口

　
人

」
業

　
沈

　
励

　
業

附
産

榊
　 １

年
６
２

年
５
５

秋
０
９
６
１
２
０
　
４
２
９
０
　
，
　
，
Ｑ
ｏ
〇
　
一
Ｌ
ｏ
ｏ
リ
　
　
ー
　
１
↓
ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
ｉ

年
３
０
１
９

秋
２
８
４
１
５
０
　
０
）
Ｑ
、
）
７
’
Ｏ
）
　
，
　
，
４
０
　
ｏ
Ｏ
Ｏ
）
　
　
１
■
　
１
↓
つ
ん
　
－
　
　
■
■
１
…
；
』

業
計
率
林
共
　
也
，
　
ｆ
業
の
農
そ
比
　
　
■

　
成

　
溝

　
・
不

）
　
　
ｕ

」
　
口
刀

書
令

白
年

済
の

雌
村

（
農

　
＠

％

年

Ｏ

Ｑ
ｏ
７
（
ｏ
４

）

１
１
２
４
１
■

Ｏ

版

！

Ｏ

Ｊ

６

１

年３

１

６９

年

％

Ｏ

１

１
ｏ
ｏ
ｏ
山
４

」

８

１
１
Ｑ
ｏ
４
１
↓

Ｏ

５

Ｏ

苫

９

■

－
１

白

１

号
ヤ
ｏ

■

下
才
才
上

経

以
３
４
６
０
以

の

計

民

才
一
一
才

国

ｏ
）
〇
一
Ｌ
０
１
↓

１
１
０
４
ｏ
Ｏ
（
Ｏ
　
　
　
■

「
（

）坂年苫



で
は
特
に
二
十
才
台
の
男
子
が
減
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
別
の
統
計
で
は
六
一
年
の
男
女
比
は
四
二
と
五
八
で
あ
っ
た
。

九
　
零
細
・
中
小
企
業
の
破
綻
と
独
占
資
本

　
中
小
企
業
の
倒
産
が
最
近
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
小
企
業
は
大
企
業
に
比
し
て
あ
ら
ゆ
る
点
で
不
利
で

あ
り
弱
体
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の
景
気
変
動
に
－
も
耐
え
得
ず
倒
産
し
勝
ち
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
も
い
え
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一

九
六
一
年
に
巾
小
企
業
の
倒
産
件
数
一
一
〇
二
件
で
あ
っ
た
の
が
、
六
三
年
に
は
一
七
二
八
件
に
激
増
し
、
今
年
は
す
で
に
六
月
ま

で
で
一
六
二
〇
件
に
上
り
、
年
末
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
池
田
経
済
成
長
政
策
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
し
か
も
、
よ
う
や

く
生
き
延
び
得
た
中
小
企
業
の
多
く
は
、
次
々
と
大
資
本
に
系
列
化
さ
れ
、
自
主
性
を
失
っ
て
意
の
ま
ま
に
収
奪
さ
れ
る
状
態
に
陥

　
　
　
（
１
）

っ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
池
円
政
府
と
い
え
ど
も
、
巾
小
企
業
対
策
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
な
い
わ
げ
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
す
る
法
律
と
し

て
だ
げ
で
も
、
中
小
企
業
基
本
法
、
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助
成
法
、
中
小
企
業
高
度
化
資
金
融
通

特
別
会
計
法
、
巾
小
企
茱
投
資
育
成
会
仕
法
、
中
小
企
業
指
導
法
、
巾
小
企
業
団
体
組
織
法
改
正
な
ど
を
制
定
し
て
い
る
。
ま
た
中

小
企
業
対
策
と
し
て
、
六
〇
年
二
五
億
円
、
六
一
年
四
五
慮
円
、
六
二
年
九
〇
億
円
、
六
三
年
一
二
一
億
円
と
予
算
を
大
巾
に
増
加

さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
予
算
も
金
額
と
し
て
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
問
題
は
中
小
企
茱
対
策
を
ど
の
よ
う
な
立
場

で
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
前
述
の
農
茱
対
策
と
同
様
に
姿
勢
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
な
る
と
遺
憾
な
が
ら
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
独
占
賓
本
の
立
場
を
離
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
独
占
資
本
の
経
済
成

長
政
策
の
立
場
か
ら
巾
小
企
茉
閉
題
を
把
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
の
巾
小
企
茱
対
策
は
、
結
局
に
お
い
て
中
小
企
茱

　
　
　
池
田
維
済
成
長
政
策
の
矛
盾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
四
六
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
四
六
四
）

を
援
助
し
育
成
す
る
と
し
て
も
、
中
小
企
業
を
独
占
資
本
の
系
列
下
ま
た
は
支
配
下
に
置
き
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
中
小
企
業
の
近

代
化
と
合
理
化
を
行
い
、
生
産
費
の
引
下
げ
と
質
的
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
れ
に
役
立
た
な
い
中
小
企
業
で

あ
れ
ば
、
極
端
に
い
っ
て
倒
産
も
止
む
を
得
次
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
冷
酷
極
ま
る
立
場
が
池
田
政
府
の
中
小
企
業
対
策
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
最
近
に
お
げ
る
倒
産
件
数
の
増
加
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
と
な
り
得
る
筈
が
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
問
題
な

の
は
、
そ
れ
が
政
治
問
題
化
し
て
面
倒
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
げ
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
中
小
企
業
も
経
済
成
長
政
策
の
進
展
に
よ
り
、
あ
る
意
味
で
は
発
展
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
た
と
え
ぼ
、
こ
の
問

に
中
小
企
業
の
事
業
所
数
は
三
五
％
増
、
生
産
額
は
八
○
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
大
資
本
の
事
業
所
数
は
五
〇
％

増
、
生
産
額
は
一
〇
〇
％
増
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
結
局
に
お
い
て
中
小
企
業
の
相
対
的
地
位
は
二
〇
・
三
％
か
ら
一
九
・
一
劣

に
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
問
に
系
列
化
・
従
属
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
看
過
で
き
な
い
。
　
「
前
衛
」
（
一
九

六
四
年
一
月
号
）
に
よ
れ
ぼ
、
下
請
系
列
化
は
一
九
五
七
年
に
約
二
〇
％
で
あ
っ
た
の
が
、
六
三
年
六
月
に
は
四
〇
％
に
倍
加
し
た

と
い
わ
れ
る
。

　
独
占
資
本
の
中
小
企
業
に
対
す
る
支
配
と
収
奪
は
、
¢
系
列
化
に
よ
っ
て
下
請
条
作
を
厳
し
く
す
る
こ
と
、
¢
原
料
・
材
料
の
独

占
価
格
を
引
上
げ
る
こ
と
、
　
従
来
か
ら
巾
小
企
業
の
支
配
し
て
い
た
分
野
に
ま
で
進
出
す
る
こ
と
、
＠
金
融
条
件
に
差
等
を
っ
け

る
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
Ｃ
既
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
独
占
貨
本
は
系
列
中
小
企
業
に
対
す
る
収
奪

に
よ
っ
て
、
労
働
者
か
ら
の
収
奪
を
彼
ら
に
肩
代
り
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
巾
小
企
業
の
従
属

化
と
破
綻
は
独
占
資
本
の
政
策
で
あ
る
．

　
零
細
商
業
に
対
し
て
は
、
流
通
機
構
の
改
善
と
い
う
美
名
の
下
に
弾
圧
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
百
貨
店
の
拡
張
で
あ
る
。



百
貨
店
は
資
本
力
に
ま
か
せ
て
店
舗
を
拡
張
し
商
品
量
を
増
加
し
て
客
足
を
ひ
き
っ
け
る
。
零
細
商
業
は
百
貨
店
の
売
上
高
指
数
の

上
昇
に
追
い
っ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
は
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ヶ
ツ
ト
ヘ
の
大
資
木
の
進
出
で
あ
る
。
こ
れ
が
百
貨
店
と
と
も
に
零

細
商
業
の
強
敵
と
し
て
現
わ
れ
た
の
は
口
取
近
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
代
的
適
応
性
に
大
寮
木
は
土
然
に
目
を
つ
け
、
三
井
物
産
．

住
友
商
事
な
ど
の
大
商
事
会
杜
か
ら
既
存
有
力
百
貨
店
そ
の
他
の
大
賞
本
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
ツ
ト
に
迭
出
し
始
め
て
い
る
。
さ
ら

に
注
目
す
べ
き
は
ア
メ
リ
ヵ
資
本
の
進
出
が
迷
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
大
生
産
資
本
に
よ
る
既
存
小
売
店
の
チ
エ

ー
ソ
ス
ト
ァ
化
で
あ
る
。
代
表
的
な
の
は
、
松
下
電
気
が
全
国
に
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
響
叩
販
売
会
杜
を
一
五
一
杜
も
ち
、
そ
の
傘
下
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
五
〇
〇
〇
店
に
及
ん
で
い
る
事
実
で
あ
る
。
東
芝
も
日
立
も
そ
の
例
に
な
ら
い
、
全
因
の
小
売
店
の
支
配
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
さ
て
、
独
占
賞
本
は
中
小
企
業
の
潰
れ
る
も
の
は
潰
し
て
有
用
な
も
の
は
系
列
し
て
収
奪
を
逃
め
る
だ
け
で
な
く
、
零
細
小
売
店

ま
で
支
配
下
に
お
い
て
圧
辿
し
、
生
膿
而
か
ら
流
通
而
か
ら
余
す
と
こ
ろ
な
く
ｎ
己
の
手
に
握
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
上
〔
体

が
同
時
に
何
を
小
み
出
し
っ
っ
あ
る
か
を
も
知
ら
な
い
か
の
如
く
に
。
か
り
に
知
っ
て
い
て
も
、
雁
史
の
法
則
と
し
て
独
占
資
木
の

立
場
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
が
。

　
　
腋
一
…
吋
由
、
脚
血
、
醐
■
刑
一
－
一
竺
烹
世
今
年
に
入
一
て
倒
拝
祭
ら
び
に
壮
災
孫
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
、

　
　
帥
了
雌
－
・
…
∴
Ｌ
”
　
第
二
志
例
床
中
小
案
と
い
一
て
も
、
釧
大
き
尖
ン
、
以
ば
か
り
の
例
に
辿
ぎ
た
い
け

　
　
業
一
窪
企
冊
閉
舳
、
淋
　
れ
ど
嘉
々
と
製
し
て
い
ろ
こ
と
な
一
一
し
て
い
ろ
、

　
　
企
一
到
ト
，
，
，
，
９
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池
田
経
済
成
長
政
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矛
盾
（
武
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三
五
　
（
四
六
五
）
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東
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法
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源改

一
グ

ホ
　
ン士

宙
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光
　
産
織
京
鮫
川
所
業
業
学
機

搬
年
榊
嚇
動
作
鴬
甘

後
６
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大
大
東
発
品
製
高
日
双
閑
一

　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
む
　
　
す
　
　
び

　
矛
盾
を
解
決
す
る
錐
は
、
常
に
矛
朽
そ
の
も
の
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
矛
盾
を
解
閉
す
る
こ
と
は
同
時
に
、
解
決

の
錐
を
解
閉
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
以
上
、
池
旧
経
済
成
長
政
策
の
解
明
を
通
じ
て
、
焦
点
は
米
口
独
占
資
本
の
推
進
す

る
経
済
成
長
政
策
を
粋
砕
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
二
小
し
た
。
そ
れ
に
利
害
を
同
じ
く
す
る
も
の
は
巾
小
資
本
を
含
め
て
同
民
の
圧

倒
的
郁
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
塊
し
な
い
筈
が
な
い
。

　
そ
れ
が
坦
実
に
迷
ま
な
い
の
は
、
客
棚
的
条
件
が
同
民
の
大
多
数
に
浸
透
し
て
理
解
さ
れ
統
一
行
動
に
立
ち
上
る
士
上
体
的
条
件
が

欠
げ
て
い
る
だ
げ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
努
力
が
氾
り
な
い
だ
げ
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
刻
も
早
く
解
決
す
べ
き
閉
題
で
あ
る
。

　
〔
本
経
済
の
閉
胆
解
決
は
〔
本
同
以
ｎ
身
の
川
…
腿
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
向
時
に
、
刺
鮮
人
氏
の
閉
越
で
も

あ
り
、
巾
岡
人
Ｎ
の
…
越
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
米
ｎ
独
占
資
本
の
経
済
政
策
が
こ
の
ま
ま
逃
め
ぼ
、
〕
本
の
侵

略
羊
養
は
遊
み
ア
ジ
ァ
に
矛
先
を
向
け
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
ア
ジ
ァ
に
平
和
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ア
ジ
ァ
の
全
人
氏
が
池

田
経
済
成
艮
政
策
と
闘
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ア
ジ
ァ
全
人
Ｎ
の
共
通
の
閉
趣
で
あ
る
。


